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安全にお使いいただくために 

この取扱説明書への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止 
するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよラになっています。内容をよ<理解してから本でをお 
読みください。 


接术の忌味 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負う可能性び想定される内容をおしてしなず。 

A ミ主意 

この表おを無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負5可能性び想定される内容および物的損害のみの 
発生び想定される内容をおしています。 


絵表示の例 


A 

A 記号はミ主意（警告を含む）を促す内容びあることを告げるをのです。 


( S 記号は禁止の行為であることを告げるちのでず。 

図の中に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれていまず。 

€ 

•記号は行為を強制したり指おする内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指お内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜け）び描かれています。 


A 警告 


を 


万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなど 
の異常状態のまま使用すると、火災•感電の原因 
となります。すぐに機器本体の電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントか6抜いてください。 
煙が出な<なるのを確認して販売店まにはティア 
ック修理センターに修理をご依頼ください。 


を 

万一、機器の内部に異物や水などが入った場合は、 
まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグ 
をコンセントから损いて、販売店まにはティアッ 
ク修理センターにご連絡ください。そのまま使用 
すると火災*感電の原因となります。 

〇 

電源コードが傷んだら（お線の露出、断線など） 
販売店またはティアック修理センターに交換をご 
依頼ください。そのまま使用すると火災•感電の 
原因となります。 

0 

この機器を使用でさるのは日本国内のみです。表 
示された電源電圧（交流]日0ボルト）(外の電 
圧で使用しないで<ださい。また、船舶などの直 
流 （ DC ) 電源には接続しないで<ださい。火 
災-感電の原因となります。 

0 

この機器の通風孔をふさがないで<ださい。通風 
礼をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因とな 
0ます。 


0 

この機器の通風孔などから内部に金属類や燃えや 
すいものなどを差し込んだり、落とし込んだりし 
ないでください。火災•感電の原因となります。 

(S) 

この機器の上に花びんや水などの入った容器やル 
さな金属物を置かないでください。こぼれたり、 
中に入った場合火災-感電の原因とな0ます。 

0 

電源コードの上に重いちのをのせたり、コードが 
本機の下敷にならないようにしてください。コー 
ドに傷がついて、火災•感電の原因となります。 

0 

電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲 
げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したり 
しないでください。コードが破損して、火災•感 
電の原因となります。 


この機器のカバーは絕对に外さないでください。 
感電の原因となります。内部の点検-修理は販売 
店またはティアック修理センターにご依頼くださ 
い。 

僅) 

この機器を改造しないでください。火災•感電の 
原因となります。 
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ま全にお使いいただくために 



A 警告 

を 

万一、この機器を落としたり、キャビネットを破 
損した場合は、機器本体の電源スイッチを切り、 

電源プラグをコンセントから抜いて、販売店また 
はティアック修理センターにご連絡ください。そ 
のまま使用すると火災-感電の原因となります。 

この機器を設置する場合は、壁から20 cmi ； (上 
の間隔をおいてください。また、放熱をよくする 
ために、他の機器との間はかし離して置いて<だ 
さい。ラックなどに入れるとさは、機器の天面か 
ら] U 於上、背面か 6] 日 cm 政上のすきまを空 
けてください。内部に熱がこちり、乂災の原因と 
なります。 

〇 

電源プラグの刃および刃の付近にほこりや金属物 

/ j 、 f 」 着ししいる場'口•【よ、電源プフクを抜いし/ J 、 ら 
乾いた巧で取り除いて<ださい。そのまま使用す 
ると火災-感電の原因となります。 





A 迂忌、 


〇 

オーディオ機器、スピーカー等の機器を接続する 
場合は、各々の機器の取扱説明書をよ<読み、電 
源を切り、説明に従って接続してください。また 
接続は指定のコードを使用してください。 

〇 

電源を入れる前には音量を最ルにしてください。 
突然大さな音び出て聴力障害などの原因となるこ 
とびあります。 

A 

曰年に一度くらいは機器内部の掃除を販売店また 
はティアック修理センターにご相談ください。内 
部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしない 
と火災や故障の原因となることがあります。特に、 
湿気の多<なる梅雨期の前に行なラと、より効果 
的です。なお、掃除費用についてはご相談くださ 
い。 

0 

なのよラな場所に置かないでください。乂災、感 
電やけがの原因となることがあります。 

-調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる 
場所 

-湿気やほこりの多い場所 
-ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所 

0 

電源コードを熱器具に近付けないで<ださい。コ 
-ドの被ふ<が溶けて、乂災*感電の原因となる 
ことがあります。 

纖) 

濡れた手で電源プラグを抜さ差ししないで<ださ 
し、。感電の原因となることがあります。 


0 

電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張ら 
ないでください。コードが傷つさ、火災•感電の 
原因となることがあります。必ずプラグを持って 
抜いて < ださい。 

〇 

この機器はコンセントの近 < に設置し、電源プラ 
グに容易に手が届くよラにしてください。 

を 

移動させる場をは、電源スイッチを切り、必ず電 
源プラグをコンセントから抜さ、機器間の接続コ 
-ドなどが部の接続コードをがしてから行なって 
<ださい。コードが傷つさ、乂災•感電の原因と 
なることがおります。 

を 

旅行などで長期間、この機器をご使用にならない 
とさは、安全のため必ず電源プラグをコンセント 
から抜いてくださし、。 

を 

お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセン 
卜から抜いて行なってください。 

〇 

この機器には、付属の電源コードセットをご使用 
下さい。それ政がの物を使用すると故障、乂災、 
感電の原因となります。 

0 

付属の電源コードセットを他の機器に使用しない 
でください。故障、火災、感電の原因となりま 
す。 
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はじめに 


このたびは 、 TASCAM CC -222 SL をお買いあげし、ただきまして 
誠にありびとうございます。 

ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みいただを、正しい 
取扱いち法をご理解いただいた上で、充分に機能を発揮させ末を 
<ご愛用くださいますよラお願い申しあげます。 

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管して 
<ださい。 

本機に ついて 

CS -222 SL は CD レコーダーとカセットテープレコーダーを搭載 
し、 デジタルのコンパク ト ディスクとアナ□グの カセットテープ 
間の相互ダビングを手軽に巧なラことびできます。 

またが部のアナ□グおよびデジタル機器を接続することびでをま 
すので、外部ソースの録音も可能でず。 

さ5にアナ□グレコードプレーヤー接続用のフオノ入力わ装備し 
ていますので、レコードか 5 CD - R ディスクやカセットテープへ 
のダビングち簡単にできます。 

カセットレコーダー部は TASCAM 伝統の技術を生かした高性 
能/高音質設計で、ドルビーノイズ U ダクシヨンシステムを搭載 
しています。 

CD レコーダー部には24ビットの A / D および D / A コンバーター 
を搭載し、 さ5にサンプリングレートコンバーターを内蔵してい 
ますので、44.] kHz 政がのサンプ I 」ングレートのデジタルソース 
を CD に録音することもでをます。 

ディスクのトラックの番号付けは手動と自動の両方で巧能です。 
自動の場合、本機び無信号入力を検出して番号をインク U メント 
します。 

必要に応じて、設定した時間によるフエードイン/フエードアウ 
卜をワンタッチで行なラことびできます。 

パラメータ設定にはを機能のマルチダイアルを使用しまず。 
ワイヤレス U モコンは遠隔操作を可能にするだけでなく、追加機 
能を備えています。 


目次 


はじめに . 4 

g 次 . 4 

構成 . 5 

取扱説明書の表記 . 曰 

設置上のごま意 . 曰 

結霞について . 5 

ディスク使用上のごを意 . 曰 

CD-R と CD-RW . 色 

カセツトテープについて . 6 

U モコンについて . 7 

製品のお手入れ ... 7 

ラックマウントについて . 7 


アフターヴービス ... 7 

各部の名称と働さ ...".. S 

フ□ントパネル ... 9 

リァパネル.. . 10 

ディスプレイ . 10 

U モつン .. 12 

メニユー . 13 

CD の再生 . 14 

基本的な再生 . 14 

トチ . 14 

時間表示 ....... 15 

再生モードについて . 15 

ランダム再生モード . 15 

プ□グラム再生モード ... 15 

リピート再生モード . ] 色 

イン h □チェック . 17 

CD とテープの連続再生 . 17 

オートスぺース . 17 

MP 3 ファイルの再生 . 18 

MP 3 ファイルの再生 . 18 

CD - R/RW の録音 . 20 

録音の前に . 20 

入力信号の選択 . 20 

入力信号の調整 . 20 

入力信号のモニター . 21 

ヴンプ U ングレートコンバーター . 21 

基み的な減吉 . 21 

ファイナライズ . 22 

表示モード . 22 

アナ□グレコードを CD にダビング ... 23 

サウンドレベルの設定 . 23 

シンク録音 . 24 

才ートトラック ... 2己 

録音トラック数の指定 . 26 

レック S ユート . 2色 

フェードイン/アウト . 2色 

コピー I □の設定 . 27 

消去 . 27 

カセットの録音/再生 . 28 

基本的な再生 . 28 

基本的な録音 . 28 

アナ□グレコードをテープにダビング.…… . 29 

その他の機能 . 30 

ダビング . 31 

テープを CD にダビング ... 31 

CD をテープにダビング . 32 

ダビング時に INPUT つまみを無効にする . 33 

メッセージー覧 . 34 

エラー^ッセージ . 34 

動作時のメッセージ . 34 

仕様 . 35 
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はじめに 


構成 


本製品の構成は UTF の通りです。 

• RC -322 SLU モートコント □- ルユニット（X 1) 

• リモートコント□ールュニット用単云電池 （X 2) 

• AC コード 

♦ラックマウントビスキット（ビス4本、ワッシヤ ー4 本) 


ス□ットインタイプのディスクの挿入 



取扱説明書の表記 


この取扱説明書では政下のよラなル ー J レで表記します。 
♦ XXX 

選巧可能な値を表します。 

例： SRC> XXX (日 N / 日 FF を選択可能） 

♦[] 

ディスプレイのインジケーターを表します。 

例： [ RANDOM ] 

ディスプレイに表示される文字を表します。 

例： " T0C Reading " 


設置上のご注意 


• 本機の動作保証温度は已度〜3日度です。 

• 本機は水平に設置してください。 

• 放熱を良くするために、本機の上には物を置かないでください。 
• パワーアンプなど熱を発生する機器の上には置かないでくだ 
さい。 


結露について 


本製品を寒い場所か5暖かい場所へ移動したとさや、寒い部屋を 
暖めた直後など、気温び急激に変化すると結露を生じることびあ 
ります。結露したときは約！〜2時間放置した後、電源を入れて 
お使い < ださい。 


ごま意 


音楽、映像、コンピュータプ□グラム、データベース等の著 
作物は、著作権法その他の法規、または、お客様との間で締 
結される使用許諾契約に基づさ、その複製や使用について制 
限されることびあります。複製等をされる前に、菅作物毎の 
条件を充分ご確認の上、本装置を適正にご使用くださいます 
よラお願いいたします。幹社では、お客様による権利侵喜行 
為につを一切の責任を負担いたしません。 


1. 図のようにレーベル面を上にしてディスクの側面を持って、途 
中までディスクを挿入してください。 

2. さ5にディスクを巧していくと、ディスクび挿入口に隠れる直 
前で自動的に引を込まれます。 


ディスク使用上のご注意 


• 録音には 1^:1下のマークびあるコンパクトディスクをお使いくだ 
さい。 

CD-R 



Recordable 


团帽區 

DIGITAL AUDIO 


Recordable 


CD-RW 


抽日離咖離 I 麵麗 

[ReWritablel [Rewritable! ^ (ReWritablel 


• ディスクは、必ずレーベル面を上にしてセットしてください。 

• ディスクをケースか5取り出すとさは、ケースの中むを押しな 
び5、ディスクのが周部分を手ではさむように持ってください。 

• 信号録音面(レーベルびない面)には触れないでください。指紋 
や脂などび付着していると、録音するときにエラーの原因にな 
ることびおります。 

• 信号録音面に指紋やほこりびついたら、柔5かい巧で内側中む 
か5外側へ直角ち向に軽く巧いてください。 

ディスクの'汚れは音質低下の原因となりますので、いつわされ 
し、に清掃して保管してください。 

• レコードクリーナー、帯電防止剤、ベンジン、シンナーなどで 
絶対に拭かないでください。これらの化学薬品で表面び侵され 
ることびあります。 

• ディスクにはラベルなどを貼5ないでください。ディスクにセ 
□八ンテープやレンタル CD のシールなどをはびしたあとびあ 
るもの、またシールなどか5糊びはみ出ているをのは使用しな 
いでください。そのまま本機にかけると、ディスクび取り出せ 
なくなったり、故障の原因となることびあります。 

• 市販の CD 用スタビライザーは、絶巧に使用しないでください。 
再生できなくなった0、故障の原因にな0ます。 

• ヒビび入ったディスクは使用しないでください。 
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はじめに 


♦八ート形や名刺形、八角形など特殊形状の CD は、機器の故障 
の原因になりますので使用しないでください。 


カセツトテープについて 



使用 テープ 

録音巧能テープ：タイプ I (ノーマル） 

タイプ II (八イポジション/ク□ー ム) 


♦いくつかのレコード芸社より「コピーコント □— ル CD 」 と韓 
巧った著作権保護を目的としたディスクび販売されています。 
これ5は CD 規則に則っていないディスクを存在するため、本 
機で再生でさない場合びあります。。 

• CD - R や CD - RW ディスクの取り扱いについてご不明な点びあ 
る場合は、ディスクメーカーに直接お問い含わせください。 


CD-R と CD-RW 


CD-R ディスクには、一度だけしか録音できません。録音したトラ 
ック（巧）を消去することわでさません。 

ただし、ディスクの録音可能時間び残っている場合は、追加録音 
することびできます。録音び終わった C 日 - R をフアイナライズす 
ると、一般の CD プレーヤーでち再生でさるよラにな0ます(一部 
の CD プレーヤーでは再生できないことびあります)。 


再生巧能テープ：タイプ I (ノーマル） 

タイプ II (八イポジション/ク□-ム） 

タイプ IV (方タル） 

録音防止用つめ 

誤って録音巧容を消してしまうミスを防ぐために、録音防止用の 
つめびあります。つめはカセットの A ( l ) 面、 B に）面用にそれぞ 
れあります。ドライバーの先などで巧って取0除くと、録音防止 
装置び働いて録音びできません。 

再度、録音をしたいときは、セ□八ンテープを貼ってつめ巧をふ 
さいで < ださし、。 

テープの 「たるみ」 

ご使用の前に、カセットのテープびたるんでいないか確かめてく 
ださい。テープびキヤプスタンなどに巻さ込まれることびあ0ま 
す。鉛筆などでたるみを卷取ってください。 


CD-RW ディスクは、録音可能時間びいっぱいになっても、録音し 
た曲を消去すれば繰0返し使用することびでをます。 

ただし消までさるのは、指定した巧か5最後に録音した曲までで 
す。途中の®だけを消去することはでさません。 

CD - RW は、 CD - RW に対応した CD プレーヤーでしか再生できま 
せん。 

ファイナライズとは 

音青 データを CD - R や CD - RW ディスクに録音しても、最終的な 
T 日 C * をディスクに記録しなければ、一般の CD プレーヤーで再生 
することはできません。 

T 日 C を記録することをファイナライズといいます。 

ファイナライズしたディスクには、録音することびできません。 
ただし CD - RW の場含は、アンファイナライズすれば再び録音す 
ることびでさます。 （22 ページ） 

町日 C : Table が Contents =録音したデータの情報 


テープの 自動検出孔について 

カセットにはテープ自動検出孔びついています。本機では、テー 
プの種類を自動検出します。 

お勧めでをないカセットテープ 

次のよラなカセットテープを使用すると、正常な動作や性能び得 
5れないことびあ0ます。またテープび巻込まれて思わ姑トラブ 
ルを起こすことちあ0ますので、ごま意<ださい。 

• あ状精度の悪いカセットテープ 

カセットび変形していたり、テープの走行び不安定なわの、早 
送0、巻戻し中に異音を生ずるカセット。 

♦ 長時間 テープ 

白日分を越えるテープは、大変薄くて伸びやすいため、ワウ- 
フラッターの原因ともなります。また、テープび機械に巻き込 
まれることびあ0ますので、ごを意<ださい。 


0 PC について 

*0 PC = Optimum Power Control 

日 PC とは録音するディスクの特性に合わせてレーヴーパワーを調 
整することです。停止状態から録音待機状態にする時に行われま 
す。日 PC を行っている間は 「 Now 日 PC 」 と表示されます。 


取扱い上のごま意 

• カセツ穴を開けたり、テープを引出した0しないで<ださい。 

♦ テープの磁性体コーテイング面に直接手を触れないでくださし、。 
• ゴ S やホコ U のをい場所に放置しないで<ださい。 

• 高温-多湿の場所での使用、保管は避けてください。 

♦強磁場での使用、保管は避けてください。雑音び入ったり、録 
音内容び消えてしまラことびありまず。 
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はじめに 


リモコンについて 


ご使用上のごま意 

• リモコンは本体ち端の REMOTE SENS 日 R に向けて操作して 
くださし、。 

• 長い間(ーヶ月！;(上)リモコンを使用しないときは、電池の液ち 
れを防ぐために電池を取り出して<ださい。をし液ちれを起こ 
したときは、ケース内についた液をよく a き取ってか5新しい 
電池を入れてくださし、。 

♦ ホが線によりコント□ールする他の機器を使用時に、本機のリ 
モコンを操作すると、その機器を誤操作させることがあ0ます。 

電池の入れ方 

1. 裏側のふたを開ける。 

を®、©の向きに注意して、単3電池を2本はめ込む。 

3. ふたを閉める。 




電池の交換時期は… 

操作範囲び狭くなったり、操作キーを巧しても動作しない場合は、 
2本とわ新しい電池に交操してください。 

電池についてのごま意 

乾電池を誤って使用すると、液ちれや破裂などの原因となること 
があります。電池のを意表示をよく見てご使用くださし、。 

1. 乾電池の©と©の向きを、電池ケースの指示どおりに正しく入 
れて < ださい。 

2. 新しい乾電池とちい乾電池を混ぜて使巧しないでください。 

3. 乾電池には、同じお状のものでも電圧の異なるをのびあります。 
種類の違ラ乾電池を混ぜて使用しないでくださし、。 

4. 乾電池は絶対に充電しないでください。 


ラックマウントについて 


• ラックにマウントする場含は、付属のラックマウント用ビスを 
使って下図のよラに、取り付けてください。 

なお、本機の上に 1 U 1； (上のスペースを、後ろに1日 cm 政上の 
スペースを開けてください。 



アフターサービス 


• この製品には保証書を別途添付しております。保証書は所定事 
項を記入してお渡ししておりますので、大切に保管してくださ 
し、。 

• 保証期間はお買い上げ曰より1年です。保証期間中は記載内容 
によ0ティアツク修理センターび修理いたします。ただし、業 
務用製品の場合は、保証期間内であってを使用110日0時間を 
超えた場合は有償にな0ます。その他の詳細につをましては保 
証書をご参照ください。 

• 保証期間経過後、または保証書を提示されない場合の修理など 
については、お買い上げの販売店またはティアツク修理センタ 
一などにご相談ください。修理によって機能を維持できる場合 
は、お客さまのご要望により有料修理いたします。 

• 万一、故障び発生し修理を依頼される場合は、次の事項を確認 
の上、ティアツク修理センターまでご連絡ください。 

〇型名、型番 (TASCAM CC -222 SL ) 

〇製造番号 （Serial No .) 

〇故障の症状（できるだけ詳しく） 

〇お買い上げ年月日 
〇お買い上げ販売店名 


製品のお手入れ 


製品のミちれは、柔らかい巧でからぶをしてください。 

化学ぞうきん、ベンジン、シンナー、アルコール等で拭かないで 
ください。表面を痛める原因となります。 
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各部の名称と働さ 


フ□ントパネル 



① POWER スイッチ 


電源をオン/オフします。 


⑩ EJECT キー 

カセツ トホルダーを開さまず。 


③カセットホルダー 

カセッ トテープを挿入します。テープ側を下にして挿入してく 
ださい。 

EJECT キーを押すとホルダーび開をます。閉じると走は手で 
軽 < 押します。 

感 REW キー 

カセットテープをきを戻しまず。 再生中にこのキーを押すと、 
逆ち向のサーチを行ないます。 

®FFWD キー 

カセットテープを早送りします。 再生中にこのキーを押すと、 
正ち向のサーチを行ないます。 

感 STOP キー （カセット レコータ‘一 側） 

カ セッ ト テープを 停止しまず。 

©PLAY (◄) キー （カセット レコー ダー側） 

カセットテープを U バース方向に再生しまず。 

録音待機/再生一時停止時は、録音/再生を開始します。 

③ PLAY (►) キー （カセット レコー タ‘一側） 

カセットテープをフォワードち向に再生します。 

録音待機/再生一時停止時は、録音/再生を開始します。 

® PAUSE キー （カセット レコー ダー側） 

再生や録音を一時停止します。 

録音待機/再生一時停止時は、録音/再生を開始します。 

風 RECORD キー（カセットレコーダー側） 

停止時に押すと録音待機状態にな0ます。 


⑩ディスプレイ 

トランスポート状態、選択中の入カソース、録音/再生信号レ 
ベル、メニューなどを表示します。 

@ RESET キー 

テープカウンターをゼ□にします。 

® RTZ キー 

テープをカウンターゼ□ポイントに□ケートします。 

©INPUT 2 SEL キー 

カセット レコーダーの 入カソース ( UNE 2 または DISC ) を選 
おします。 

©DUB 1 TAPE-*-CD-RW キー 

このキーを押すとカセットテープか 5 CD - R / CD - RW ディスク 
への自動ダビングび始まります。 [一 3] ページ「テープを 
CD にダビング」] 

® INPUT 1 SEL キー 

CD レコーダーの 入カ ソース（日 PT に AL 、 COAXIAL、LINEK 
PHONO . TAPE ) を選択します。 

®PHONO キー 

PH 日 N 日端テに入力されるレコードプレーヤーの再生信号を 
CD やテープに録音することびでをます。メニューを使って 
CD とテープのどちらに録音するかを選択します。 

[一 23ページ「アナ□グレコードを CD にダビング」] 

[一 2目ページ「アナ□グレコ ー ドを テープに ダビング」] 

颇 REC MUTE キー 

カセッ トテープ録音中にこのキーを押すと、約4秒間の無信号 
録音を行なった後に録音待機状態になります。 
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各部の名称と働き 


©INPUT つまみ（カセットレコーダー側） 

カセットレコーダーの入カレベルを調整します。 メニューの 
DU 日 > V 日 L 項目を THRU に設定しておくと、ディスクか5の 
自動ダビング時にこのつまみび働さません。 

® DUB 2 TAPE ム CD-RW キー 

このキーを押すとディスクか5カセットテープへの自動ダビン 
グび始まります。 [一 32ページ 「 CD をテープにダビング」] 

(3) INPUT つまみ （ CD 側） 

CD レコーダーの入カレベルを調整します 。にューの 
DUB > V 日 L 項目を THRU に設定しておくと、テープか5の自 
動ダビング時にこのつまみび働をません。 

頸 EJECT キー 

ディスクを排出します。 

@DEPLAY+— 

ディスプレイに表示するディスクの時間モードを切0換えます。 

@ FINALIZE キー 

ディスクをファイナライズするときに使います。 

@ ERASE キー 

CD - RW ディスクのデータを消去するときに使います。 

@ SYNC REC キー 

シンク録音モードをオン/オフします。 

蟹 ) MENU キー 

メニューを表示します。 

@ディスク挿入口 

ディスク （ CD . CD - R . CD - RW ) を入れます。 

(§) MULTI DIAL ( マルチダイアル） 

ディスク停止中、メニュー操作の隙にこのダイアルを回して選 
お肢を選びます。また操作の確認表示びディスプレイに現れた 
場合、このダイアルを巧ずと r 実巧」します。 

ディスク再生中、トラックスキップを行ないます。 

ディスク録音中、録音トラック数の表示、指定を行ないます。 

® REMOTE SENSOR ウィンドウ 

U モコンか5の赤外線信号を受信します。 U モコン使用時は、 
このウィンドウに向けて操作してください。またこのウィンド 
ウはブ□ックしないよラごま意ください。 

领 PITCH CONTROL つまみ 

テープスピードを+ ] 日％の範囲で調整することびでさます。 


® DOLBY NR (OFF/ON ) スイッチ 

カセット録音/再生時のドルビー目ノイズ U ダクシヨンの才 
ン/オフを選択しまず。 

@) CD-TAPE CONT PLAY キー 

ディスクとテープの連続再生モードのオン/オフを巧ないます。 

適 ) CD TIMER (OFF/PLAY ) スイッチ 

CD タイマーの設定を行ないまず。 PLA 丫側に設定しておくと、 
ディスクをセットした状態で本機の電源を入れたとをに CD び 
自動的に再生を始めます。 

@ STOP キー (CD 側） 

録音や再生を停止します。 

敏 PLAY キー (CD 側） 

再生を開始します。録音待機時/再生一時停止時にこのキーを 
押すと、録音/再生を開始します。 

@ PAUSE キー (CD 側） 

録音や再生を一時停止します。 

録音待機時/再生一時停止時は、録音/再生を開始します。 

通 ) RECORD キー （CD 側） 

録音待機状態にします。 

□に C び入っていないとさは入カモニターモードになります。 
録音時に巧すと、トラックをインク U 方ントします。 

©MONITOR (TAPE/MIX/DISC ) スイッチ 

へッ ドホン出力のソースを選択します。カ セッ トレ コーダー、 
CD レコーダー または両方の ミッ クスの中か日選択できます。 

@ PHONES 端テ/つまみ 

ステレオヘッドホンを接続します（目の標準ジャック）。 

ち側のつまみでへッドホンの音量を調整します。 


@ REV M 日 DE スイッチ 

テープ走行モードを、片方向（ご）、両方向（二!》)、連続 
(ごご）（再生のみ）、の中か5選択します。録音と再生の両方 
に働をます。 
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各部の名称と働を 


リアパネル 



@ DIGITAL COAXIAL (INPUT/OUTPUT ) 端子 

® DIGITAL OPTICAL (INPUT/OUTPUT ) 端子 

それぞれ lEC 目 09 曰 8 Typell ( S/PDIF ) のデジタル入力/ 
出力端テです。入力信号は CD レコーダーのソースになること 
びできます。また出力端子か5は CD レコーダーの再生信号び 
出力されます。 

入力段にサンプリングレートコンバーターを内蔵していますの 
で、入力端テからはヴンプ U ングレート32 kHz 〜48 kHz の 
範囲のデジタル信号を入力することびでをます。 

©LINE OUTPUTS UR 1 (CD)、 2 (TAPE/AUTO) 5 捕モ 

1 か 5 は CD レコーダーの再生信号、 2 ( TAPE/AUT 日)から 
はカセツトレコーダーの再生信号びアナ n グ出力されます。2 
はメニユー選択により、カセツトレコーダーと CD の再生音を 
自動切0誓え（カセットレコーダーの再生音び優先）で出力す 
ることわでさます。 

アンプなどの機器と接続します。 


©PHONO INPUT (U R) 端子 / GND 端モ 

アナ n グレコードプレーヤーを接続します。入力信号の送り先 
(CD レコーダーまたはカセツトレコーダー）は^ニューで選択 
します。 

GND 端テにはレコードプレーヤーのアース線を接続します。 



レコードプレーヤーを LINE INPUTS 端テに接続しないでくだ 
さし、またライン出力の機器を PHONO INPUT 端テに接続し 
ないで < ださい。 

©LINE INPUTS L/Rl (CD)、 2 (TAPE ) 端子 

1 には CD レコーダーのアナ□グ入カソース、2にはテープレ 
コーダーのアナ□グ入カソースを接続します。 

@AC IN 端子 

付属の電源コードを接続します。 


ディスプレイ 


@PLAY 

テープび再を/録音中に点なしまず。 

遇 ) デイレクシヨン （◄ ►) マーク 

テープの再生/録音時の走行方向び点なします。 

►はフオワード方向、 ◄ はリバースち向を示します。 



テープび再生一時停止中、または録音待機中に点なしまず。 

@REC 

テープに録音中、または録音待機中に点なします。 
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各部の名称と働を 


敏テープカウンター 

テープの走行（テープ U —ルの回転）に合わせて変化します。 
U ノ V '—ス走行時は数字は減少、します。0日日日〜目日日9まで力 
ウントしますび、 U パ'—ス走行^時日日00じ!下は日99日に戻0 
ます。また CPS の動作表示にを使用します。 

@レベルメーター 

テープの 再生レベル、録音入カレベルを表示します。 

©TAPE、CD 

CD-TAPE C 日 NT PLAY ( CD とテープの連続再生）中の状態 
表示を行います。テープ再生中は "TAPE" び点滅し、ディス 
ク再生中は "CD" び点滅します。 

敬 INPUT 2 

通常は点巧しており、その下に表示される録音入カソース表示 
マークが INPUT 2 に対する物で有ることを示しています。 
PH 日 N 日キーを使ったアナ□グレコードか日の録音動作時の 
み、テープへの録音かディスクへの録音かを示す機能になり、 
CD - RW への録音中は消灯します。 

趣 ) LINE 2、 DISC 

INPUT 2 (テープ）への録音入カソースを表示します。 

LINE 2 : LINE 2 (ライン入力端テ）に選択されているとさに 
点灯します。 

□にじ : use (ディスク再生出力との内部接続）に選択され 
ているときに点灯します。 

敬 DUB 12 

ダビング状態を表示します。 

テープか5 CD - RW へダビングする時は、 "DUB" と" 1" び点灯 
します。 

CD - RW からテー プへ ダビングする時は、 "DUB" と" 2" び点灯 
します。 

趣 ) TOTAL、REMAIN 

時間表示モードに合わせて "TOTAL" と "REMAIN" び点灯 
します。 

両でとも消灯しているとをは再生中のトラック内の経過時間表 
示モードにな0ます。 

通)ディスク情報マーク 

T 日 C び書き込まれていないディスク（フアイナライズしてい 
ないディスク）は "N0T0C" び点灯します。 CD - R ディスク 
び入っているときは "CD-R" び点灯しまず。 CD - RW ディス 
クの場合は "CD-RW" び点灯します。 

©PLAY (►) マー ク 

ディスクび再生中に点灯します。 

@ PAUSE (II) マー ク 

ディスクび再生一時停止中、録音待機中に点灯します。 

@REC 

CD - R / CD - RW ディスクに録音中、録音待機中に点灯します。 

©SYNC 

S 丫 NC 録音モードにすると点灯します。 


@ REPEAT 、 A - 己 

U ピートモードにすると "REPEAT" び点灯します。 

A - 目リピートモードでは "REPEAT" と "A-B" び点灯します。 
A-B U ピートポイントを指定している途中（目ポイントび未定 
の状態）のときは "A-B" び点滅します。 

©SINGLE 、 RANDAM、PROGRAM 

シングル再生モードでは "SINGLE" び点灯します。 

ランダム再生モードでは "RANDOM" び点灯します。 

プ□グラム再生モードでは "PROGRAM" 点口しまず。 

通常の再生モードでは前記の3つのマークび全て消灯します。 

趣)キャラクター表示部 

ディスクのトラック情報、時間情報、メニュー、メッセージを 
表术します。 

@レベル メーター 

ディスクの再生レベル、録音入カレベルを表示します。 

願 ) 5 ュージックカレンター 

再生可能なトラック番号び点灯します。トラック番号 2] 政上 
は "OVER" び点灯します。再生び終了したトラック番号は消 
灯しまず。 

@ A • SPACE 

オートスペース再生モードにすると点なします。 

@ A • TRACK 

オートトラック録音モードにすると点灯します。（オートトラ 
ック条件に TIME を指定した場合のみ録音中に点滅します。） 

® INPUT 1 

通常は点灯しており、その下に表示される録音入カソース表示 
マークび INPUT ] に対する物であることをおしています。 
PH 日 N 日キーを使ったアナ□グレコードか5の録音動作時のみ 
ディスクへの録音かテープへの録音かを示す機能とな0、テー 
プへの録音中は消灯します。 

⑩ OPTICAL 、 COAXIAL、LINE 1、 TAPE 

INPUT 1 (ディスク）への録音入カソースを表示しまず。 

OPT に AL : OPTICAL (光デジタル入力端テ）び選択されて 
いるときに点灯しまず。 

COAXIAL : COAXIAL (同軸デジタル入力端テ）び選択され 
ているとさに点灯します。 

LINE 1 : LINE 1(ライン入力端テ）び選択されていると 
きに点灯します。 

PHONO : PHONO (アナ□グレコード入力端テ）び選択さ 
れているとをに点灯します 

TAPE : TAPE び選択されているとさに点灯します。 
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各部の名称と働を 


RC -222 SL ( U モコン) 
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O RESET キー 

テープカウンターをゼ□にします。 

©RTZ+- 

テープをカウンターゼ□ポイントに□ケートしまず。 


© EJECT キー 


ディスクを排出します。 


〇ィィキ ー / ►► キー 

カセットテープをき戻し/早送り しまず。 再生中にこれらのキ 
一を巧すと、サーチを行ないます。 

©REC MUTE キー 

カセッ トテープ録音中にこのキーを押すと、約4秒間の無信号 
録音を行なった後に停止しまず。 


©REC+- 

停止時に押すと録音待機状態にな0ます。 

©STOP キー 

カセツ トテープを停止します。 

@ PAUSE キー 

カセツ トテープのち生や録音を一時停止します。 

録音待機/ち生一時停止時は、録音/ち生を開始します。 


©PLAY (◄) キー 

カ セツ ト テープを IJ バース 方向に再生しまず。 

⑩ PLAY (►) キー 

カセツ トテープをフォワードち向に再生します。 

©CONT PLAY キー 

ディスクとテープの連続再生モードのオン/オフを行ないま 
す。本体の CD-TAPE CONT PLAY キーと同じ働舌をします。 

⑩ AUTO SPACE キー 

ディスクトラックち生時に、自動的にトラック間に約4秒の無 
音スペースを入れます。 

⑩ D 旧 PLAY キー 

ディスプレイに表おするディスクの時間モードを切り換えまず。 


⑩ FADER キー 

C □に録音をするとき、自動的にフェードイン/アウトを行な 
し、ます。フェードタイムはメニューで設定でさまず。 

©PLAY MODE キー 

CD のち生モードを、通常の再生、1曲再生（シングル)、プロ 
グラム再生、ランダム再生の中か5還おします。 

⑩ INTRO CHECK キー 

C □の各トラックの冒頭を10秒ずつ再生します。 

の REPEAT キー 

C □の1」ピートモードのオン/オフを行ないまず。 


⑩ A-B キー 

A - BU ピート区間の始点と終点を設定します。 

A-B U ピート中に巧すと、 A-B IJ ピートモードを辆除します。 


⑩ MENU キー 

メニューを表示します。 

⑩ ENTER キー 

操作の確認びディスプレイに表おされた場合、このダイアルを 
巧ずと「実行」します（本体の MULTI DIAL を押したときと 
同じ働さをしまず)。 
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各部の名称と働を 


メニユ— 


曲テンキー (0 〜 10 、 +10 、 CLEAR) 

ディスク再生時のトラック番号入力に使います。 

@ SEARCH キー 

巳□のサーチ（早戻し/早送 0) を行ないます。 

@SKIP+- 

メニューの還択肢を逞んだり、巳 □ トラックのスキップを行な 
います（本体の MULTI DIAL を回したときと同じ働きをしま 
す)。 

ゆ REC キー 

録音待機状態にします。 

□ EC び入っていないとさは入カモニターモードになりまず。 
録音中に巧すと、トラックをインク I 」メントしまず。 

® REC MUTE キー 

CD 録音中にこのキーを押すと、約4秒間の無信号録音を行なっ 
たをに停止します。 

©円 NAUZE キー 

ディスクをファイナライズするときに使います。 

@ ERASE キー 

CD - RW ディスクのデータを消去ずるときに使います。 

⑩ SYNC REC キー 

シンク録音モードをオン/オフします。 

® ST0P+- 

録音や再生を停止しまず。 

⑩ PAUSE キー 

録音や再生を一時停止します。 

録音待機時/再生一時停止時は、録音/再生を開始します。 

ゆ PLAY キー 

再生を開始します。録音待機中にこのキーを巧すと録音を開始 
します。 


本機はメニューシステムを使って各種初期設定を行ないます。 
本機のメニューと初期設定は L ソ下の通りです。 


表示 

意味 

初期設定 

参照ページ 

SRC 

サンプリングレート 
コンバータ 

ON 

一 2] ぺージ 

VOLUME 

ボリューム 

0服 

一 20ぺージ 

A_TRK 

オートトラック 
インクリメント 

LEVEL 

一 2日ページ 

A_TIME 

タイムトラック 
インクリメント 

I min 

一 2日ページ 

S_LVL 

サウンドレベル 

-24 服 
(アナログ） 
一已 4d 巨 
(デジタル） 

一23ページ 

COPY ID 

コピーの 

1 GEN 

一 27ページ 

FADE IN 

フェードインタイム 

3 s 

一 2日ページ 

FADE OUT 

フェードアウト 
タイム 

3 s 

一 2日ページ 

DUB > V 0 L 

ダビング時のボ U ューム 
コント□ール 

VOL THRU 

一 33ぺージ 

PHONO 

PH 日 N 入力時の 
録音先 

DEC 

一 23ぺージ 

一 29ぺージ 

MP 3 DIR 

MP 3 のディレクトリ 

OFF 

一 18ぺージ 

OUT 2 

LINEOUTPUTS 2 端子 
の出力信号選択 

TAPE 

一 30ページ 



◊メニューの設定値および INPUT 1/2 SEL の設苗ホ、バックア 
ップされます。 


メニューへのアクセス 



D MENU キーを巧して希望ずるメニユーを表おします。 

0 MULTI DIAL または U モコンの SKIP キーを巧して、設定値を 
選択しまず。 

メニユーを抜けるときは、 ENTER キーを巧しまず。または、 
MENU キーを何度か巧して通甫表示（カウンター表示）に戻し 
まず。 
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CD の再生 


基本的な再生 


本機の CD レコーダーは、通常の（ファイナライズ済みの） CD 、 
CD - R 、 CD - RW ディスクの他に、ファイナライズしていないディ 
スクも再生することびできます（通常の CD プレーヤーではファ 
イナライズ済みのディスクしか再生できません)。 


a 



D POWER キーを巧して電源を入れます。 

旦ディスプレイに" N0 D 旧 C" と表示されている状態でディスクを 
挿入しまず。 

• "TOC Readin 邑"を表示した渡、ディスクの種類、総トラック 
数、総再生時間を表示します。 

• トラック番号を示ずインジケーターびディスプレイの下側に、 
最大2日まで点灯します。ディスクの総トラック数び2日上 
の場含は [OVE 刊 び点灯します。 

• ディスクの種類は！; TF のように表示されます。 

CD : 市販の CD 

CD-R : CD-R 

CD-RW : CD-RW 

NO TOC :フアイナライズしてし、ない CD-R または CD-RW 

且 PLA 丫キーを押して再生を始めます。 

• 再生び終了したトラックのインジケータび消えまず。 

再をを止めるには 

ST 日 P キーを巧します。 

再生を一時停止ずるには 

PAUSE キーを押します。 

もう一度 PLAY キーまたは PAUSE キーを押すと、再び再生び 
始まります。 

ディスクを取り出ずには 

EJE 巳 T キーを押します。 

再生を停止してディスクを排出します。 


サーチ 


トラックスキップ 

本体の MULTI DIAL 頸)をち左に回すと、フォワード方向 / U バー 
ス方向にトラックびスキップします。 

リモコンでは、 SKIP キー金を使います。 


MULTI 

DIAL 



◊再生状態か5操作すると、スキップ後再生を再開します。 

◊プ n グラムモード再生中は、プ□グラムした巧の中でスキップ 
を行います。 

◊停止状態でトラックを選んだ場をは、その状態ではまだ何ち動 
作しません。希望のトラック番号び表示されている状態で 
PLAY / PAUSE キーを押してくださし、 

◊ディスクの最初のトラックで MULTI DIAL を左に回すと、最後 
のトラックにスキップします。最樓のトラックで MULTI DIAL 
をちに回すと、最初のトラックにスキップします。 

テンキー 

リモコンのテンキーを押すと、ダイレクトにトラックを選択でさ 
ます。 

例 

トラック己： 已 
トラック]曰：+1日与曰 

トラック23 : +1日づ+1日づ3 
また、プ n グラムモードでは、プ n グラムの設定にテンキーを使 
し、ます。 


ごミち意 


クランダム再生モードでは操作でをません。 

◊を在しないトラックは受け付けません。 

サーチ 

◄◄ SEARCH ►► 

a 〇 

U モコンの SEARCH キー@を押し続けると、フォワード方向/ 
U バースち向にディスクをサーチします。 


ごを意 


◊ MP 3 ディスクでは、サーチは行えません。 


ブ4 TASCAM CC -222 SL 






















































CD の再生 


時間表示 


ランダム再生モード 


DISPLAY 



4種類の時間表おモードびあります。 

□に PLA 丫キーを押して表示モードを切り換えます。 

停止中は T 日 TAL 表示に固定されます。 

[ 表示なし ]: 現在のトラックの経過時間を表示します。 
[REMAIN] :現在のトラックの残り時間を表示します。 
[TOTAL] :ディスクの経過時間を表示します。 

[TOTAL REMAIN] : 

ディスクの残0時間を表示します。 



◊プ□グラムモードでは、ディスク全体ではなくプ□グラム全体 
の経過時間と残り時間を表示します。 


再生モードについて 



PLAY MODE 


本機には4つの再生モードびあります。 

停止中にリモコンの PLAY M 日 DE キーを押して再生モードを切0 
換えることびでをます。 

選択中の再生モードびディスプレイに下のよラに表示されます。 

"Continue" : 通常の再生（ディスクの最懐のトラックまで 

をトラック順に再生） 

■■ Single " : 選択したトラックを再生後に停止 

"Random" : ランダムに再生 

[一 ] 日ぺージ「ランダム再生モード」] 

"Pro 居 ram" : プ □ グラム順に再生 

[一 ] 日ぺージ「プ□グラム再生モード」] 

♦電源を入れた時は 、 Continue (通常の再生）モードになりま 
す。 


トラック（巧）をランダムに再生します。 



n U モコンの PLAY M 日 DE キーを押してランダム再生モードに 
します。 [RANDOM] び点に[します。 

旦 PLA 丫キーを巧すとランダム再生び始まります。 

♦ランダム再生中に MULTI DIAL をちに1回回すと、次のトラ 
ックびランダムに選択されます。 


且ランダム再生を停止するときは、 STOP キーまたは EJECT キ 
一を押します。 


ごミ主意 


◊ランダム再生モードのときは、スキップ及びサーチにより前の 
トラックに戻すことは出来ません。 


プ□グラム再生モード 


ロロ I 田口因 

rsj ra rsn 1~«1 r»n 


巴巧 


5己己 [ 


因口 I の口 

囚因ロロ ロ 
因口因因因 


-PLAY MODE 


最大日目トラック（曲）までプ n グラムを組んで再生することびで 
さます。 

n 停止中に U モコンの PLAY M 日 DE キーを押してプ□グラム再 
生モードにします。 [PROGRAM] び点灯します。 

旦 U モコンのテンキーを使ってトラック番号を入力します。プ n 
グラムしたいトラックを続けて入力することびでさます。 

且 PLA 丫キーを押してプ□グラム再生を始めます。 


ごを意 


◊プ□グラム再生中はランダム再生はでをません。 

◊再生中はプ□グラムモードへ切り換え5れません。 

プ□グラムモードへの切り換えは停止時に巧います。 
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CD の再生 


ク MULTI 日 lAL を使ってプ□グラムすることもできます。 

MULTI DIAL を回してトラックを選び 、 MULTI DIAL ( ENTER ) を 
押すとプ□グラムでさます 

なお、再生中は MULTI DIAL を回すとトラックをスキップし 
ます。 

〇プ□グラムできるのは目目曲までです。それ!;(上をプ n グラム 
しよラとすると、エラーメッセージ" PGM Full!" び表示されま 
す。 

◊プ□グラムした曲の合計時間び] 0日分上になると、 " び 
表示されます。 

プ□グラムに巧を追加ずるには 

リモコンのテンキーを使って追加したいトラック番号を入力しま 
す。プ□グラムの最後に入力したトラックび追加されます。 

プ□グラムの一部を削除ずるには 

リモコンの巳 LEAR キーを巧します。 

プ□グラムの最懐のトラックび削除されます。 

すべてのプ□グラムを消去ずるには 

次のいずれかを行いまず。 

• U モコンの PLAY MODE キーを巧してプ□グラム再生モー 
ドがのモードに切り換えます。 

• EJECT キーを巧します。 

• 停止時に STOP キーを押します。 

• POWER スイツチを押して電源を切ります。 


U ピート再生モード 



REPEAT 


再生中にリピート再生をオンした場合は、そのまま再生を続け、 
ディスクの最懐まで再生すると先頭に戻って再生を続けます。 
停止中にオンした場合は、 PLAY キーを巧すとリピート再生び 
始まります。 

凸 U ピート再生をオフするには、 U モコンの REPEAT キーをも 
う一度巧します。ディスプレイに" Repeat OFF" び表示され、 
[ REPEAT ] び消灯します。 


◊ U ピート再生をシングル再生、プ□グラム再生、ランダム再生 
と組み合わせると、 ] 巧リピート、プ□グラムリピート、ラン 
ダムリピートび行えます。 

A - BU ピート再生 

トラック内の区間 （ A - B ) を指定して、繰り返し再生します。 

II 再生中、リピート再生したい区間の始点 （ A ポイント）で A - 目 
キーを 押します。 

ディスプレイの 旧 EPEAT] び点巧し、 [A-B] び点滅します。 
凸 U ピート再生したい区間の終点 （ B ポイント）で A - B キーを押 
します。 

ディスプレイの 旧 EPEAT] び点灯し、 [A-B] び点灯します。 

凸 A-B U ピート再生をオフするには、 U モ]ンの A - 巨キーを押 
します。 

ディスプレイの [REPEAT] と、 [A-B] び消灯し、 A-BU 
ピート再生び解除されます。再生中に解除した場含は、 A-BU 
ピート再生の終点に指定した位置を越えてち再生び続をます。 


◊ ST 日 P キーを巧すと、 A - 巨 IJ ピート再生モードを解除します。 
ク A ポイントよりも前の時間に巨ポイントを設定することはでき 
ません。 

◊ MP 3 ファイルでは、 A-B U ピート再生は行えません。 

〇トラックを跨いでの、 A - BU ピート再生は巧えません。。 


2つのりピート再生モードびあります。 

通常のリピート再生 

ディスクのすべてのトラックを繰り返し再生します。 

□ U モコンの REPEAT キーを押してリピート再生をオンにしま 
す。ディスプレイに" Repeat ON" び表示され、 旧 EPEAT] び 
点 I なします。 

この状態で、ディスクのすべてのトラックを繰り返し再生でき 
ます 



ごを意 


□回古古岂 
B S 因 I 口 I 因 
の己呈 □ I 因 

B 占回 j 因 S 口 

0 0 k 国丘 
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CD の再生 


イント□チェック 



INTRO 

CHECK 


停止中に INTRO CHECK キーを巧すと、 CD の香トラックの冒頭 
び]日秒ずつ再生されます。 

イント□チェックを途中でやめるには ST 日 P キーを押します。 

イント□チェック中にもう一度 INTRO CHECK キーを押すと、通 
常再生になります。 


◊シングル 再生モード、ランダム再生モードにおいて INT 日 R 日 
CHECK キーを押した場含は、通常の再生モードに戻してか5 
イント□再生を行います。 


CD とテープの連続再生 


本機にセツトした CD とテープを連続再生することびできます。 
a テープと CD を装着します。 

旦 CD-TAPE CONT PLA 丫キー ( U モコンの場をは C 日 NT 
PLAY キー）を押します。 

TAPE CD インジケータび点滅します。 


工場出荷設定では、 CD と TAPE の音はそれぞれ異なる LINE 
日 UTPUTS 端テか5出力されますび、メニュー設定の" 
日 UT 2" を AUT 日に設定する事により、 LINE 日 UTPUTS 2 に 
TAPE と CD の再生音を出力させる事び出来ます。〔同時に再生 
した場合は TAPE の音び優先になります。） 

才ートスぺース 



トラック間に約4秒間のスペース(無音部分)を入れることびでさま 
ず。テープにダビング樓、 オー トスぺースを使って CD か5テー 
プにダビングすると、録音した巧の頭出しをするとさなどに便利 
です。 

D リモコンの AUTO SPACE キーを押します。ディスプレイの 

[ A . SPACE ] び点灯します。 

旦才ートスぺースを解除するには、わう一度 AUTO SPACE キー 
を押します。 

再生を停止した場含わオートスペースは解除されます。 


CD—TAPE 
CONT PLAY 


CONT PLAY 


且 CD レコーダーまたはカセツトレコーダーの PLA 丫キーを押し 
ます。 


PLAY PLAY PLAY 



対応するレコーダーび再生を始め、再生を終えると、他方のレ 
コーダーび再生を始めます。 

再生を選択したレコーダーを示す" TAPE " あるいは" CD " イン 
ジケータは点滅したままで、次に再生を開始する側のインジケ 
-夕に□あるいは TAPE ) は消灯します。 

□ 連続再生モードを解除したいと刮まちラー度 CD-TAPE CONT 
PLAY キーを巧して < ださい。 

再生はそのまま続きますび、 TAPE CD インジケータび消灯します。 J ， 
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MP3 ファイルの再生 


MP3 ファイルの再生 


ここでは、 MP 3 ファイルび収録されたディスク （ MP 3 ディスク） 
を再生する方法を説明します。 

MP 3 ディスクを再生するには、ディスク内のすべての MP 3 ファ 
イルを再生対象にする方法と、特定のディレクトリ（フォルダ) 
に含まれる MP 3 ファイルのみを再生対象にするち法（ディレクト 
U モード）びあ0ます。 



ク本磯では IS 日日目日日レベル1、レベル2、または」 oliet に準拠 
したフォーマットで記録された MP 3 ファイルを再生すること 
びでをます。また、マルチセッションで記録されたディスクち 
再生することび巧能です。 

ク MP 3 ファイルとディレクト U 数に政下のような制限を設けて 
お0ます。 

最大ディレクト U 数： 2已已 
最大階層数： 8 
最大 MP 3 ファイル数： 999 
MP 3 ファイル拡張テ名： mp 3 

ク MP 3 のトラック情報について 

本磯では、ファイル名- MP 3 の TAG 情報（曲名やアーティス 
卜名）を表示でさません。 

ク MP 3 ディスクの場合の時間表示モードは 、 ELAPSED (トラ 
ック経過時間）のみです。 


ごま意 


ク44.] kHzl ； (がのサンプ U ングレートで変換された MP 3 ファイ 
ルは、正常に再生できません。推奨フオーマットはサンプ U ン 
グレート 44.1 kHz 、 ビットレート]281<13口51^(上です。 

ずべての MP 3 ファイルを再生ずる 

本機では、 MP 3 ディスクを通常のディスクと同じように再生でき 
ます。 



且 


n MP 3 ファイルび収録されたディスクを挿入します。 

ディスクの読み込みび完了すると、 MP 3 ディスクの総トラッ 
ク数び表示されます。総再生時間は表示されません。 



◊ MP 3 ファイルび保存されたディスクでは、それぞれの MP 3 フ 
アイルび「トラック」として扱われます。 


◊ MP 3 ディスク内部び複数のディレクト U (階層構造）に分か 
れている場合でも、テディレクト U や孫ディレクトリにあるす 
ベての MP 3 ファイルび読み出されます。 

◊トラック番号は、 MP 3 ファイルびディスクに書き込まれた順 
番で割り当て5れます。パソコンで MP 3 ディスクを作成する 
場合は、一般的にはアルファベット順で書さ込まれますので、 
その順番で番号びつけられます。 

複数のディレクト U 内にファイルび有る場含は、まずディレク 
卜 U 内でアルファベット順に並び督えられ、それ5のファイル 
群び、ディレクトリのアルファべット順に番号付け5れる事に 
な0ます。 

階層び複数段ある場含は、上位の階層か5順に番号付けします。 
例えば次ページの図のよラな構造ですベてのディレクトリにフ 
ァイルびある場含はルート、 A ， aB ， C の順番に番号付け5れま 
す。 

既にファイルを書を込んだディスクに追記（マルチセッション 
記録）した場合には、最初に書いてあったファイルに番号を付 
けた禮に、追記した分を番号付けます。 

したびいまして、 MP 3 ディスクの作成方法によってはパソコ 
ン上で表おされる順番と、本機でのトラック番号割り当ての順 
蚕び一致しない場合びありますのでごミち意ください。 

旦再生を始めるには 、 PLAY (►) キーを巧します。 

MP 3 び再生されます。 



ク選曲は通常のディスクを操作するときと同じよラに行えます。 
◊プ□グラム再生、リピート再生 （ A - 巨 U ピート再生を除く）な 
どは、通常のディスクと同じように行えます。 


ごミ主意 


ク MP 3 ディスクでは、トラックのサーチび行えません。 

ディレクトリを指定して再生ずる 

MP 3 ディスク内部のディレクト U 単位で MP 3 ファイルの再生を 
巧ラディレクト I 」モード（アルバム再生モード）について説明し 
まず。 

ディレクトリ再生について 

ディレクトリとは、 CD メディアや八ードディスク上の階層のこと 
で、フオルダと呼ばれることちあ0ます。 

ディレクト U モード（アルバム再生モード）をオンにすると、選 
おされたディレクト U 内のファイルのみび操作対象にな0、プ〇 
グラム再生、リピート再生などちすべて同じディレクトリ内で行 
われまず。 

ディレクト U モードびオフのときは、ディレクトリ構造び無視さ 
れ、ディスクに収録されているすべての MP 3 ファイルび再生対象 
になります。 
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MP3 ファイルの再生 


ご ミ 主意 


クディレクト U モードをオンにすると、ルートディレクト U (下 
図のディレクト U A やディレクトリ D びある、最上段の階層） 
にある MP 3 ファイルは再生の対象がとなります。 

ディレクトリ再生の設定 

ディレクト U モードのオン/オフを切0誓える方法と、ディレク 
トリモードの操作について説明します。 

ディレクトリ構成の例 



II メニューキーを押して "MP3 DIR>XXX" (日 N / 日 FF ) を表示 
させます。 

旦 MULTI DIAL を回して、ディレクト U モードのオン/オフを切 
0替えます。 

且 MULTI DIAL を巧して、メニューを終了します。 

凸操作対象となるディレクトリを選ぶには、停止中に 、 MULTI 
DIAL (あるいは U モコンの！ ◄◄/►►I) を操作します。 
ディスプレイに "MP3 DIR XXX" (ディレクト U の番号を選 
お可能）び表示されます。 

操作を止めてしば5くすると、元の表示に戻ります 。このとを 
最後に表示されていたデイレクト U び、操作対象になります。 



◊ MP 3 ファイルび存在しないディレクト U わ操作対象として表 
示されます。例えば図のディレクト U A は D 旧日日1として選択 
でさますび、中にファイルび存在しませんので総トラック表示 
は" 0 T 「" となります。 

B フ□ントパネル（またはリモコン）の PLAY (►) キーを押 
します。 

選択したディレクト U 内で再生び始まります。プ□グラム再生、 
U ピート再生なども、すべて同ーデイレクトリ内で行われます。 



◊再生中は MULTI DIAL (または U モコンの SKIP キー）を使つ 
て、トラック （ MP 3 ファイル）の選択び巧えます。 

◊トラックスキップ操作中はディレクト U 番号と目標トラック 
番号を表示します。 (■■ xxx \ xxxTr ") 

AL はアルバムの意昧です。 D に PLAY 表示上はディレクトリを 
示す為に使用しています。 
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CD-R/RW の録音 


録音の前に 


♦ CD の規格により目目トラック（巧）までしか録音できません。 
また、4秒下の曲は録音できません。 

♦ 録音を始めてから4秒内に STOP キーまたは PAUSE キー 
を押した場合は4秒経ってか5停止します。その間は無音録音 
状態にな0ます。 

♦ 録音の途中でディスクの録音可能時間び0になった場をは、フ 
ェードアウトした後、 "Disc Full " を表示して停止します。 

• 途中まで録音してあるディスクを入れた場合は、録音済み部分 
の終わりから続けて録音します。 

♦ ファイナライズ済みの CD-RW にさ5に録音したいときは、一 
度アンファイナライズします。 [一22 ページ「ファイナライ 
ズ」] 

♦ シンク録音機能やオートトラック機能を使う場合、本機はサウ 
ンドレべルで設定したレベルに従って録音を開始し、曲を区切 
ります。このため、冒頭や巧間に無音部分びあるソースを録音 
すると、一巧当たりの長さ(再生時間)びソースと一致しなし、こ 
とびお0ます。 


入力信号の選択 


INPUT 1 SEL 



INPUT 1 SEL キーを押して入力信号（ソース）を選択します。 

[ OPTICAL ] : 

DIGITAL OPTICAL INPUT の入力信号。ディスプレイに 
[ OPTICAL ] び表示されます。 

[ COAXIAL ] : 

DIGITAL COAXIAL INPUT の入力信号。ディスプレイに 
[ COAXIAL ] び表示されます。 

[ LINE 1] : 

LINE INPUTS ] の入力信号。ディスプレイに [ LINE 1] び 
表示されます。 

[ PHONO ] : 

PH 日 N 日の入力信号。ディスプレイに [ PHONO ] び表示され 
まず。 



ク PH 日 N 日入力の操作については「アナ□グレコードをテープに 
ダビング」 （2 目ページ）をご費ください。 

◊テープを録音する場合、ダビング機能を使ラと便利です。その 
場合の操作については「テープを CD にダビング」 （3] ぺージ） 
をご覧ください。 


入力信号の調整 


アナ□グ信号は、 CD レコーダー側の INPUT レベルコント□ール 
で調整します。 


INPUT 



デジタル入力信号のレベルを調整する場含は、ニューの " V 日し 
UME " (デジタルボ U ューム）を使います。この機能はアナ□グ入 
力に対してち有効ですび、通常はデジタルボリュームを11011に固定 
しておさ、アナ□グボ U ュームで調整することをおすすめいたし 
ます。 

デジタルボリュームを使ったレベル調整 

n REC 日 RD キーを押して録音一時停止状態にします。 

旦 MENU キーを巧して " VOLUME 〉 XXXdB " を表示します。 

□ multi dial またはリモコンの skip キーを使って、レベルを 
調整します。調整範囲は一色日 d 巨〜十] 8 d 目です。 

"--- d 巨"で信号を完全にカットします。 


ご注意 


◊ INPUT 1びデジタル入力に日 AX / 日 PT ) を選択している場合 
と、アナ□グ入力 ( LINE 1 /PH 日 N 日/ TAP 口を選択している場 
含とでは異なる値を設定することびでをます。 V 日 LUME を設 
定した後に入力を切り誓えた場合はま意してください。 


[ TAPE ] : 

本機のカセツトレコーダーの再生信号。ディスプレイに [ TAPE ] 
び表示されます。 
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CD-R/RW の録音 


RECORD 

ク 


REC 



デイスク未挿入時に CD レコーダー用の RECORD キー(リモコン 
の場合は REC キー）を押すと、モニターモードになり、選択中の 
入力信号び LINE OUTPUTS ] 端子か5出力されます。（メニユ 
一で日 UT 2 を AUT 日に設定した場合は、カセツトの録音/再生中 
む州ま 、 LINE OUTPUTS 2端テか5も出力されます。） 

なお 、 MO NIT 日 R スイッチを MIX または DISC に設定ずると 
PH 日 NES 端子か5ち出力されます。 

ディスプレイ上の方ーターは入カレベルを表示します。 


ク再生ディスクび入っている状態ではモニターモードにはでをま 
せん 

ヴンプリングレートコンノて一夕一 

CD のサンプ U ングレートは 44.1 kHz ですので、本機は常に 

44.1 kHz で録音します。 

本機はサンプリングレートコンバーター （ SRC ) を内蔵していま 

すので、44.] kHzl ； (外のデジタルソース （32 kHz 〜 48 kHz ) を 

録音でさます。 

44.1 kHz のデジタルソース （ CD など）をディスクにそのまま録 

音する場合は、 SRC をオフにする事をお奨めいたします。 

DMENU キーを押して "SRC>XXX" を表示します。 

旦 MULTI DIAL または U モコンの SKIP キーを使って、 "ON" ま 
たは "OFF" を選択します。 

• SRC びオフの場合は、44.1 kHz 政かのデジタル入力信号は録 
音できません。録音しようとすると、エラー^ッセージ "Not 
Fs44.1k!" び表示されます。 

♦ SRC をオフしてをデジタルボ U ュームは有効です。デジタル 
入力された信号とデジタル的に全く同じ信号を録音したい場合 
はボ U ュームを "OdB" に設定してください。 


◎ ◎ ◎ 〇 
□ ◎货 }国)@ 圆◎回 □□ 


〇, 


I ◎邀 


□ 


I POWER キーを押して電源を入れまず。 

I ディスプレイに "NO D 旧じ | と表示されている状態で、録音可能 
な CD - R あるいは CD - RW ディスクを挿入します。。 

I INPUT 1 SEL キーを押して録音するソースを選びます。 

I トラック番号の付け方を選びます。 （2 日ページ） 

I RECORD キーを巧して録音待機状態にします。 

旧 E 巳 ] と山]び点灯し、自動的に日 PC を行った後、ディ 
スプレイに" Rec Standby" を表示して録音待機状態になりま 
す。 

>デジタルソースを選択した場合、ソース機器の電源び切れてい 
た0接続び正しくないとエラーメッセージ" D-IN UNLOCK!" 
び表示されます。 


◊日 PC (日 ptimum Power Control ) とは、録音するために適切な 
レーザーパワーを調整することです。（一色ページ） 

回ソースの入カレベルを調整します。に日ぺージ） 

メーターの [OVER] び点灯しないよラに調整してくださし、 
[OVER] び点灯するとデジタルノイズび発生します。 

アナ□グ録音と異なり、方一夕一の[日]より上にホ裕はあり 
ません。 


◊ CD などを録音ずる場合は、原則として、メニ:!一の V 日 L - 
UME を" OdB" にすることをお勧めします。ソース CD のダイナ 
ミックレンジをク U ップなく録音できます。 

□ PLAY キーを押して録音を始めます。 

録音開始位置を探す必要はありません。自動的に現在の最終巧 
を検出し、その次か5録音を始めます。 


◊一般の CD プレーヤーで再生できるよラにするにはフアイナラ 
イズをします。詳しくは「フアイナライズ」 （22 ページ）をご 
費ください。 


且 且口 




入力信号のモニター 


基本的な録 a 


ごま意 


置岂 

一己回 

is 

立因 

己居 


園"口 

曾置 

古 I 口 

置己 


画己 p 窗 

因0言 I 回 

因 P 5 因 

旨ち巧 

!己因 
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CD-R/RW の録音 


録音を止めるには 

ST 日 P キーを巧します。 

ディスプレイの [REC] び点滅し "PMA Writin 邑" ** を表示して 
ディスクに録音内容を記録します。 

録音を一時停止ずるには 

PAUSE キーを押します。 

わう一度 PLAY キーまたは PAUSE キーを巧すと、再び録音び始 
まります。このとを、トラック番号び新しくな0ます （1 つ繰0 
上びります)。 

ディスクを取り出ずには 

録音を停止してか5、 EJECT キーを巧します。 


ごま意 


◊ "PMA Writing" 表示中はディスクに録音内容を記録していま 
す。このためキー操作は受け付けません。 

◊ "PMA Writing" 表示中に本機を揺5したり電源を切ったりし 
ないでください。録音内容を正しく記録できなくなります。 

**PMA = Program Memory Area 



◊オーディオ CD の規格により、]枚のディスクの最大トラック 
数は日日です。また各トラックの長さは4秒しソ上でなければな 
りません。録音開始樓、4砂経過する前に録音を停止しよラと 
しても、4秒経過してか5停止します。 


フアイナライズ 


T 日 C を記録することをファイナライズといいます。 

本機で録音したディスクは本磯では再生でさますび、最終的な 
T 日 C をディスクに記録するまで、一般の CD プレーヤーでは再生 
でさません。 

フアイナライズした CD には新たに録音できません。 



ク CD - RW の場合は、アンファイナライズすれば再び録音するこ 
とびでをます。 


n 旦 



• ディスクを正しくセットします。 

〇停止時に FINAUZE キーを巧します。 

ディスプレイに " 円 nalizeOK?" を表示します。 


中止したいとをは、 ST 日 P キーを巧します。 

旦 MULTI DIAL または U モコンの ENTER キーを巧すと、ファイ 
ナライズび始まります。ディスプレイに "TOC X:XX" を表 
示し旧 EC ] び点滅を始めます。 

ファイナライズび終了すると "Complete" を表示します。 


ごミち意 


◊ファ イナライズ中に電源を切5ないでください。 

録音内容び消えるばか0ではなく、ディスクび使えなくなる恐 
れびあります。 

◊ファ イナライズ中は操作キーを受け付けません。 

アンフアイナライズ 

アンフアイナライズは CD - RW ディスクのみ巧能です。 


n n 



• フアイナライズ済みのディスクを正しくセットします。 

D 停止時に ERASE キーを押します。 

U モコンの SKIP キーまたは MULTI DIAL を使って、ディスプ 
レイに "Unfinalize OK?" を表示させます。 

中止したいときは、 ST 日 P キーを巧します。 

旦 MULTI DIAL または U モコンの ENTER キーを押すと、アンフ 
アイナライズび始ま0ます。ディスプレイに "ERASE X:XX" 
を表示し [ N 日 T 日 C ] び点滅を始めます。 

アンフアイナライズび終了ずると "Complete" を表示します。 


表示モ-ド 

録音中、ちしくは録音待機状態で、□に PLAY キー猩)を押して表 
示モードを切り換えます。 

[ 表示なし ]: 

現在のトラックの録音済み時間を表示します。 

[REMAIN] : 

ディスクに録音可能な残り時間を表示します。 

[TOTAL] : 

ディスクの録音済み時間を表示します。 

[TOTAL REMAIN] : 

ディスクに録音可能な残り時間を表示します。 



◊録音中、および録音待機状態では、 REMAIN と TOTAL REMAIN 
は同じ内容とな0ます。 
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CD-R/RW の録音 


アナ□グレコードを CD にダビング サウンドレベルの設定 


か部のアナ□グレコードプレーヤーを本機の PH 日 N 日端テに接続 
することによ0、アナ□グレコードを CD にダビングすることび 
でをます。 



II 録音可能なディスクをセツトします。 

旦 MENU キーを押して "PHONO>xxxx" を表示します。 

□ multi dial または U モコンの skip キーを使って、 
"PHONO>DIS 仁"を選択しまず。 

□ multi dial または1」モコンの enter キーを押します。 

旦 PH 日 N 日キーを押します。 

ディスプレイに [INPUT1] と [PHONO] むく/な灯し 、 INPUT 
1の入力び PH 日 N 日であることを示します。 

CD レコーダーは録音待機状態にな0ます。 

0必要に応じて、 CD レコーダー側の INPUT つまみで録音レベル 
を調節します。 

凸レコードを再生すると同時に、 CD レコーダーの PLA 丫キーを 
押して録音を開始します。 


サウンドレべルの設定に従って、テープか5 CD へのダビング、 
シンク録音、オートトラック機能び働をます。 



n MENU キーを押して " S 丄 VL 〉 XXX " を表示します。 

旦 MULTI DIAL またはリモコンの SKIP キーを使って、値を選択 
します。選択でさる値は、デジタル入力の場合、"一 72 cl 目"、 
"-色目服"、 II - 日日服"、"一已4服"、"一48服"、 II - 4如巨"、 
"-3目 d 巨"、"一3日 d 巨"、 "一24 d 巨"、アナ□グ入力の場合、一 
已 4 d 巨"、 II 一 48 d 巨"、"一 42 d 目"、 " 一3日 d 目"、"一3日 d 目"、"一 
24 d 巨です。 



〇テープあるいはレコードか5録音する場合は、ヴウンドレべル 
を一 30 d 巨、もしくは 一24 cl 巨に設定することをおすすめしま 
す。それよりをルさな値に設定すると、ノイズによりオートト 
ラックの誤検出び発生しやすくな0ます。 


録音を止めるには 

ST 日 P キーを巧します。 

録音を止めるとディスプレイの [PHONO] び消'なします。 



◊レコードをダビングする場合は、オートトラック（一2巳ペー 
ジ）をオフにすることをお勧めします。 

レコードは、その特性上スクラッチノイズなどび多いため、適 
切にオートトラック機能び働かないことびあります。 


◊ PH 日 N 日キーを使った録音では、手動でトラックをインクリメ 
ントできません。手動でトラックをインク U 方ントしたい場合 
は、基本的な録音（一21ページ）で行ってください。 


◊PH 日 N 日ソースを 録音中は ST 日 P キー がの キーを 受け付け ま 
せん。 


◊ CD 側への録音のみ、 PH 日 N 日入力からの録音を手動で行ラこ 
とびできます。操作ち法は 、 INPUT SEL キーで PH 日 N 日を選 
択した後、基本的な録音方法で録音します。（一21ページ） 
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CD-R/RW の録音 


シンク録音 


参已秒間無音び続いたとさ 


シンク録音とは、ソースの始まりを検出して自動的に録音び始ま 
り、終わ0を検出して自動的に録音び終わる録音です。 

ソースの始まりや終わりの検出の基準になるサウンドレベルは、 
メニューを使って設定することびできます。[一23ページ「サウ 
ンドレべルの設定」] 



◊レコードをダビングする場をは、シンク録音をオフにすること 
をお勧めします。 

レコードは、その特性上スクラッチノイズなどび多いため、シ 
ンク録音機能が適切に働かないことがあ0ます。 


◊ SYNC はサウンドレベルのみで行います。 



SYNC REC 


「基本的な録音」 （2] ページ）のステップ回で PLA 丫キーを押す 
代わりに 、 SYNC REC キーを押すとシンク録音の待機状態になり 
ます。このとき、ディスプレイに "SYNC ON" を表示し、 [SYNC] 
び点灯します。 

シンク録音の待機状態で IU 下の信号を検出すると、自動的に録音を 
開始します。また、シンク録音中に巳秒間無音を検出すると、自動 
的に録音待機状態にな0ます。 

♦ 無音状態び]秒上続いた禮、設定したヴウンドレべル IU 上の 
音び入ってさたとさ 


レベル 



レベル 




OSYNC REC キーを押すと "SYNC OFF" を表示してシンク録 
音びオフになります。録音中にオン/オフを切り換えることち 
でさます。 


ごを意 


◊ヴウンドレべルを高めに設定すると、小さい音か5始まる巧の 
始めの部分び欠けてしまうことがあ0ます。 



◊反対に、サウンドレベルを低めに設定すると、アナ n グソース 
などのノイズレベルびサウンドレベルより高くなってしまラこ 
とびあります。この場合はシンク録音び働をません（録音び始 
ま0ません)。 


レベル 



無音とは •• 

この取扱書では、ヴウンドレべル UTF の音を無音と呼びます。 
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CD-R/RW の録音 


応用例： 



レベル 


トラック番号び 



通常のシンク録音では巧び終わってから已砂の無音録音部分びで 
さますび、「録音トラック数の指定」 （2 日ページ）とオートトラッ 
クの DD 設定を組みをわせて使うことで、録音したい巧び終わる 
と同時に録音を終了することびできます。 

この場合、あらかじめソース側の録音したい最終巧の後に録音不 
要な巧を作っておをます。 


オートトラック（自動トラック番号） 

メニューの "A_TRK" の設定に従って、録音中自動的にトラック 
番号を付けることびでをます。 



◊レコードをダビングする場合は、オートトラックをオフにする 
事をお奨めします。 

レコードは、その特性上スクラッチノイズなどび多いため、才 
ートトラックび適切に働かないことがあ0ます。 

オートトラックの設定 


♦ DD 

デジタルソース （ CD 、 DAT 、 MD ) を録音するとをに、ソー 
ス側のトラックの区切りを検出し、トラック番号び更新されま 
す。 A _ TRK > □□時、ディスプレイの [A.TRA 巳 K] インジケー 
夕び点灯します。 

ただし、 DD び選ばれているときでも、アナ n グソース録音時、 
または上記かのデジタルソース録音時には、 " Level " 設定の 
場をと同じよラに、入カレベルに応じてトラック番号び更新さ 
れます。 

参 Time 

録音開始後、あ5かじめ設定した時間び経過した後で、トラッ 
ク番号び更新されます 

設定時間はメニュー内の "A_TIME" 項目を使って設定します。 
設定時間は！〜]0分まで]分単位で設定でをます。 
A _ TRK > TIME 時、録音中、または録音待機中は [ATRACK] 
インジケータび点滅します。 

マニュアルでトラック番号を付ける 




RECORD 


U MENU キーを押して "A_TRK 〉 XXX" を表示しまず。 

旦 MULTI DIAL または U モコンの SKIP キーを使って、"次の中 
からモードをを選択します。 

♦ OFF 

オートトラック機能は働をません。 

参 Level 

オートトラック動作レベル iU 下の信号び2秒 IU 上続いた後で、 
信号び動作レベルを超えるとトラック番号び更新されます。 
オートトラック動作レベルは、メニュー内の "S_LVL" 項目 
を使って設定します。設定範囲は一 24服〜一 72服 （6 服 
ステップ）です。 A_TRK = Level 時、ディスプレイの 
[A.TRACK] インジケータび点口します。 


オートトラックメニュー （" A _ TRK > XXX ") の設定に関わ5ず、 
録音中に REC 日 RD キーを押すと、新しくトラック番号を付ける 
ことびでさます。 



◊ PHON 日キーを使った録音では、手動でトラックをインクリメ 
ントできません。手動でトラックをインクリ方ントしたい場合 
は、基本的な録音（一21ページ）で巧ってください。 
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録音するトラックの数を予め指定してお<ことびでさます。 

. 厂 I 1~1 L 111111111111111111111111111111111111111111 TAPE CD 

i_ii—i dB 


r play I _ o o 

イ H ^ gniM し/し/- 

TOTAL 

REMAIN ；：；；； ；：；；； 

I NO TOC J : ；：：： 

CD-RW 

► II 


-2010 7 3 0 3 +6 I INPUT 2 I 

LINE 2 
DISC 

isnni1 且 
..V; だ ；:； L input 1 」 
ミ ■■• ミ: ；：：； OPTICAL 

• ；：；：： COAXIAL 
LINE 1 
PHONO 
111111 TAPE 
OVER A.TRACK 
nil A.SPACE 


I SYNC] PROGRAM R 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111 III 

■:口 

1 all a-8 KI 且且 D 且回 U 回回巧 ] E9ESEEl 旺 1 IS ESEQ 口巧 ] 巧 ] over 

1 〜 99 

録音中または録音待機中に、 MULTI DIAL またはリモコンの SKIP 
キーを巧ずと、ディスプレイに録音ずるトラックの数を表示します。 


ク合計目目トラックまで指定でさます。 


レックミュート 


無音録音部分を簡単につくることびできます。 


録音中に、入力信号を無音状態か5設定したレベルまでフェード 
インさせたり、逆に現在のレベルか!5無音状態までフェードアウ 
卜ずることびでさまず。 

また、フェードイン/アウトの時間をそれぞれ個別に設定するこ 
とちでさます。 







REC MUTE - 






ロロ I 因口因 

W - W 「■つ 「"「*•つ 


ロロ白 1因1 

ロロ ロロ ロ 


口 因 ロロ ロ 


^3—口 画 

^ n ~ i 劑因己 
二-二 ■ ろ昂 

因*口るを因 


録音中にリモコンの REC MUTE キーを押します。 

無音録音び開始され、約4秒後に録音一時停止状態にな0ます。 


• レックミュート機能はリモコンからのみ操作できます。 






n MENU キーを押して "FADE IN ( OUT )〉 XXX " を表示します。 
凸 MULTI DIAL またはリモコンの SKIP キーを押して、値を選択 
します。 

フェードイン/アウトとちに選択でさる値は1秒〜3日秒 （1 秒 
単位）でず。 

0 フェードイン/アウトするときは、録音一時停止または録音状 
態で、 U モコンの FADER キーを押します。フェードイン中は 
"FADE IN "、 フエードアウト中は "FADE OUT " をデイスフ 
レイに表示します。 


0フエー ドイン中のフエードアウト、フエードアウト中のフエー 
ドインも可能です。 



CD-R/RW の録音 


録音トラック数の指定 フエードイン/アウト 


广 
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還 
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を 

を 
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CD-R/RW の録音 


コピ ーID の設定 

デジタルコピーに対するコピー I □を設定することびでをます。 

IlMENU キーを押して "COPY ID> XXX" を表示します。 

旦 MULTI DIAL または U モコンの SKIP キーを使って、 ID を設定 
します。 

選択でさるのは、 

" FREE " : 録音したディスクにコピー制限はありません 

" PROH "* :録音したディスクはデジタルコピーできません。 
"1 GEN "** :録音したディスクか5—世代のみデジタルコピー 
でさます。 



◊コピー I □はディスク単位だけでなく、トラック単位でわ設定で 
きます。例えば、]ピー1□を FREE に設定した状態でトラック 
1を録音した懐、停止状態にてコピー I □を PR 日 H に変更して 
からトラック2を録音すると、トラック1とトラック2は異な 
るこコピー I □び書さ込まれます。 

*PROH = PROHIBIT 
**GEN = GENERATION 


消去 


CD - RW に録音したトラックは消去することびできます。 

ディスク全体、または指定したトラックか5最後のトラックまで 
を消去でさます。 



且 MULTI DIAL またはリモコンの ENTER キーを押すと、デイス 
プレイに "ERASE X:XX" を表示して消去び始まります。 

消まび終了すると "Complete" を表示します。 


ごま意 


◊消去中に電源を切5ないでくださし、。 

録音内容び消えるばかりではなく、ディスクび使えなくなる恐 
れびあ0ます。 

◊ CD - R への録音は消去でさません。 

◊消去中は操作キーを受け付けません。 

◊再生モードむく SINGLE / RANDOM / PROGRAM の日寺はトラッ 
ク消去はでさません。 U モコンの PLAY M 日 DE キーを使って 
再生モードを Continue にしてか5消去してください。 

ディスクリフレッシュ 

ファイナライズ中に停電びあったディスクやコンピュータで使巧 
したディスクは本機では認識でをないことがあ0ます。 

このよラな場含はディスクを I 」フレッシュします。 


ごま意 


◊ディスク U フレッシュは D に C 全体を書き換えます。 

すべての記録内容び消去されますのでま意してくださし、。 

通常の状態の CD - RW 日 ISC ではディスクリフレッシュを行っ 
ても、記録品質び向上するといラことはあ0ませんので、この 
機能を使用する必要はありません。 

n 停止時に ERASE キーを押します。 

旦 MULTI DIAL またはリモコンの SKIP キーを使って、ディスプ 
レイに "D 旧 C REFRESH" を表示させます。 

且 MULTI DIAL またはリモコンの ENTER キーを押すと、ディス 
プレイに "ERASE X:XX" を表示してディスクリフレッシュ 
び始ま0ます。 

ディスクリフレッシュび終了すると "Complete" を表示します。 


ディスクを正しくセットします。 

D 停止時に ERASE キーを押します。 

旦 MULTI DIAL またはリモコンの SKIP キーを使って、ディスプ 
レイにじ(下を表示します。 

ディスク全体を消まする場合は： 

一 "ERASE DISC T 

指定したトラックから最禮のトラックまでを消去する場合は： 

一 "ERASE XX - XX ?" 

中止したいときは、 ST 日 P キーを押します。 
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カセツトの録音/再生 


基本的な再生 



D POWER キーを押して電源を入れます。 

旦 EJE 巳 T キーを 押してカ セツ トホルダーを開き、カ セツ トを装 
着します。 



A 面を手前にし、テープの見える方を下向をにしてカセットを 
入れ、ホルダーを手で巧して閉めます。 

且 U バースモードを選びます。 

REV M 日 DE スイッチを使って設定します。 

CZD : A 面と B 面を連続再生 
.ZD : A 面と B 面の両面再生 
ニニ： A 面または巨面の片面再生 

□ ドルビーのオン/オフを選びます。 

ドルビー （ B タイプ）録音したテープを再生するときには、 
□日 L 巨 Y NR スイッチを日 N にします。 

且 PLAY キーを押します。 

A 面を再生する場含は►キーを、 B 面を再生する場含は◄キー 
を巧します。 

再をを止めるには 

ST 日 P キーを巧します。 

STOP 


■ 


早送り/巻戻しをずるには 

停止中または一時停止中に FFWD (►►) /REW ( W ) キーを 
押します。 


REW F FWD 





◄◄ 

►► 


テープと CD の連続再生 

CD-TAPE CONT PLAY キー （ U モコンの場含は C 日 NT PLAY 
キー）を押してか5、 CD レコーダーまたはカセットレコーダーの 
PLA 丫キーを巧すと、テープと C 日の連続再生を行なラことびで 
をます。 


CD-TAPE 
CONT PLAY 



詳しくは 「 CD とテープの連続再生」 （17 ぺージ）をご覧ください。 


基本のな録音 


□ 旦 □ 






〇 

〇 





〇 

〇 







1 1 


- ' 




◎ ◎ 4 

因◎巧 

に 

: N _ 

3 ◎ ◎ 

3 饭因 

◎ ◎回回图〇 0 


r 

11 [RI-T -7 |1 


〇 -强 

口で 

，◎請"■い 1 ■■ 1||1 • 1|1 ^ 〇 - ft - 






\/ 


D Q 且 B 田 


U 電源を入れ、カセットテープを挿入します。 

カセットテープの誤消去防止用のツメび巧れていないことを確 
認します。折れている場含はセ□八ンテープなどで塞いでくだ 
さい。 

凸 INPUT 2 SEL キーを押して録音ソース （ UNE 2 または D に C ) 
を選びます。 

DISC を選択すると、本機の CD レコーダー出力びソースにな 
ります。 

UNE 2 を選択すると、 U アパネルの LINE 2端子の入力信号び 
ソースになります。 



冷 PH 日 N 日端子の入力信号を録音することをできます。その場合 
の操作については「アナ□グレコードをテープにダビング」 
(29 ページ）をご覧ください。 

OCD (ディスク）を録音する場合、ダビング機能を使ラと便が 
です。その場合の操作については 「 CD をテープにダビング」 
(32 ページ）をご覧ください。 

且 U バースモードを選びます。 

三つ： A 面と B 面の両面を録音 
ニニ : A 面または巨面の片面録音 

□ ドルビーのオン/オフを選びます。 

ドルビー（巨タイプ）を入れて録音したいときには 、 DOLBY 
NR スイッチを日 N にします。 
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カセツトの録音/再生 


旦カセットレコーダー用の REC 日 RD キー (U モコンの場合は 
REC キー）を巧します。 

録音待機状態になり、ディスプレイ上ではメーターび入カレべ 
ルを表示し、 旧 EC] び点灯します。 

また LINE OUTPUTS 2端テから録音ソースの音び出力されま 
す。なお MONIT 日 R スイッチを MIX または TAPE に設定する 
と PH 日 NES 端テか5も出力されます。 

回録音レベルを設定します。 

録音 ソースを 再生し、 メーターを 見なびら最適レベルになる よ 
ラに、カセットレコーダー用の INPUT つまみを使って調節し 
ます。 

一番レベルの局いとさのメーターの指のび、ノーマル了ープ、 
八イポジションテープでは、日 dB ぐ5いになるように設定し 
ます。 

Q テープ走行方向を確認/選おします。 

ディスプレイのリバース/フォワード表示 （◄/►) び、現 
在のテープ走行ち向を示しています。逆の方向に録音したい場 
合は、録音ち向の PLAY キーを押すとテープ走行方向び変わり 
ます。 

回 PLA 丫キーまたは PAUSE キー対甲して録音を開始します。 

録音を止めるには 

ST 日 P キーを巧します。 


STOP 


■ 


録音を一時停止ずるには 

PAUSE キーを巧します。この状態から録音を再開するには 
PAUSE キーまたは PLAY キーを押します。 


PAUSE PLAY PLAY 



3, MULTI DIAL またはリモ]ンの SKIP キーを使って、 " PHONO 〉 
TAPE " を選択します。 


MULTI 

DIAL 



SKIP 

〇 a 


4, MULTI DIAL またはリモコンの ENTER キーを巧します。 


ENTER 



曰，テープの A 面の頭か5録音する場合はカセツトレコーダーを停 
止します。途中か5録音する場合はその位置に□ケートしてか 
5 REC 日 R 日キー（リモコンの場含は REC キ ー) を押して、録 
音待機状態にします。 


RECORD 



目， PH 日 N 日キーを押します。 

PHONO 



ディスプレイに [ PHONO ] び点灯します。 

テープび停止中の場合、自動的にテープび A 面の頭まで巻さ戻 
され、リーダーテープ部分を避けるため約8秒送5れた後、録 
音待機状態にな0まず。録音待機状態の場合はそのままです。 

7,レコードを再生すると同時に、カセツトレコーダーの PLA 丫キ 
-または PAUSE キーを押して録音を開始します。 

録音を止めるには 

ST 日 P キーを巧します。 

録音を止めるとディスプレイの [ PHONO ] び消灯します。 


アナ□グレコードをテープにダビング 


か部のアナ□グレコードプレーヤーを本機の PH 日 N 日端テに接続 
することにより、アナ□グレコードをダビングすることびでさます。 

1，上記のよラに録音の準備をします（テープをセット、リバース 
モードを設定、ドルビーを設定など)。 

2， MENU キーを押して " PHONO > xxxx " を表示します。 

MENU 



◊PH 日 N 日ソースを録音中は ST 日 P キ ー L がが)キーを受け付けま 
せん。 


◊ディスプレイに PH 日 N 日び点灯時のみ、 PH 日 N 日入力び録音ソ 
-スになり、消灯中は INPUT 2 SEL キーで選択した信号び録 
音ソースにな0ます。 
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カセツトの録音/再生 


その他の機能 


巧間に無音スペースを作る[ミュート] 

録音中に REC MUTE キーを押すと、約4秒間の無信号録音び巧 
なわれた後、一時停止します。録音を再開するには PLAY キーま 
たは PAUSE キーを押します。 


REC MUTE 



4秒政上のスペースをつくるには REC MUTE キーを4秒上押 
し続けます。4秒 L 处上押し続けて指を離したときに一時停止状態 
になります。 

テープカウンター 

テープび左 か 5ちに走行すると カウンター 値び増え、 ちか 5左に 
走行すると カウンター 値び減ります。 

RESET キーを押すと日日日日にカウンター値びリセツトされます。 


RESET 



RTZ キー （ Return - to - zero キ ー） を押すと0日00位置にロケー 
卜します。 


RTZ 



ごを意 


〇カウンター値目目目己〜 00 日 4 の範囲内では RTZ 機能び働き 
ません。 

ピッチコント□ール 

本磯のカセツトレコーダーには再生時に働くピッチコント□-ル 
機能びついています。 


PITCH CONTROL 



PITCH C 日 NTR 日 L つまみび センター 位置（ク U ックびある位置) 
のとさは標準ピッチです。ちに回すとスピードび速くな0、左に 
回すと遅くな0ます （±1 日％ の範囲)。 


サーチ機能 （ CPS ) 

再生中に REW (ィィ ） /TFWD (►►) キーを押すことにより、 
曲をサーチすることびできます （ CPS 機能)。 

CPS とは Compute 卜 controlled Pro 資 ram Search の略です。 


REW F FWD 





◄◄ 

►► 


フォワード再生時に ►► キーを押すと、次の曲の頭を探してそこ 
か5再生び始まります。テープカウンターに " cpor び表示さ 
れます。 

押す回数によって任意の曲を 選ぶ ことびでさます。 

4ィキーを巧すと、巧の途中であれば現在の曲の頭を探し、巧の 
頭であれば手前の巧を探します。ディスプレイに "一 cpor を 
表术します。 

押す回数によって任意の曲を 選ぶ ことびでさます。 

• リバース再生時はキーび次の巧を探し、 ►► キーび前の巧 
を探します。 



〇停止中または一時停止中は、これ5のキーは早送り/巻戻しキ 
一として 機能します。 

◊ キーまたはキーを多<押しすざた場を、逆方向のキー 
を押すことによ0戻すことびできます。 

ク本機能では4秒！;(上の無音部分を検出するとトラックの変わり 
目と見なします。したびってトラック間の無音部分び4秒下 
の場含は同ートラックと見なしてしまいます。また逆にトラッ 
クの中に静かなパートび4秒政上続く場合、別のトラックとし 
て認識することびあります。 

LINE 0 UTPUTS 2 端子の機能を変更ずる 

LINE 日 UTPUTS 2 端テにテープの再生音だけを出力するか、テ 
ープと CD の再生音を自動切り誓えで出力するかを選択すること 
び出来ます。 

11方ニューキーを巧して"日 UT 2 > XXX " ( TAPE / AUT 0) を表 
示させます。 

旦 MULTI DIAL を回して、 TAPE / AUT 日を切り替えます。 

TAPE :テープの再生音を出力します。 

AUTO ;テープあるいは CD の再生音を自動切0誓えで出力し 
ます。テープと CD を同時に再生した場合はテープの音び優先 
されます。 

B MULTI DIAL を巧して、メニューを終了します。 
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ダビング 


本機にセットした CD とカセット間のダビングに D ー カセット、 
カセット ー CD ) を行なうとき、 DU 巨（し 2) キーを使ったダ 
ビング機能を使ラと便利です。 


テープを CD にダビング 


簡単にダビングずるには 


n n a ei 



il カセツトテープをセツトします。 

最初に再生する面を表側にしてセツトします。 

またドルビーの設定、リバースモードの設定などを行ないます。 
旦録音可能なディスクをセツトします。 

0 MENU キーを巧して " DU 日 > VOL " を表示します。設定び 
" THRU " (初期設定）であることを確認します。 

メニユーの DU 巨 > V 日 L 項目を " THRU " に設定すると、ダビ 
ング時に INPUT つまみをバイパスして、適正なレベルで録音 
します。 [一 33ページ「ダビング時に INPUT つまみを無効に 
する」] 

" THRU " び選択されていない場合は 、 MULTI DIAL または U 
モコンの SKIP キーを使って " THRU " に切り換えます。 


MULTI 

DIAL 



□ dub 1キーを押します。ダビングが始まります。 

自動的に A 面の頭までテープが巻さ戻され、再生を始めます 
( DU 巨インジケーター点滅)。 


録音レベルを調整してダビングずるには 



を 


II カセツトテープをセツトします。 

最初に再生する面を表側にしてセツトします。 

またドルビーの設定、リバースモードの設定などを行ないます。 

旦録音可能なディスクをセツトします。 

且メニユーの DU 目> V 日 L 項目を" ON " に設定します。 

□ input 1 SEL キーを押して " TAPE " を表示します。 

テープび録音ソースになります。 

0 CD の RECORD キーを巧し、録音レベルを調節します。 

[-21 ページ r 基本的な録音」] 

0 テープと CD び停止状態であることを確認し 、 DUB ] キーを 
押します。 

自動的に A 面の頭までテープび卷さ戻され、再生を始めます 
(DU 巨インジケーター点滅)。 

ディスクの録音可能時間に達するか、あるいはテープが停止する 
と、テープとディスクの両方び停止してダビングび終了します。 

ダビングを途中でやめるには 

カ セツトレ コーダーまたは CD レコーダーの ST 日 P キーを 押し 
ます。 



下の場合にダビングび実行でをません。 
◊録音可能なディスクびセツトされていない。 
◊テープびセツトされていない。 

〇カセツトおよび CD び停止していない。 


DUB 1 

tapeCD-RW 


ディスクの録音可能時間に達するか、あるいはテープび停止する 
と、テープとディスクの両方び停止してダビングび終了します。 
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ダビング 


テープの途中か5 CD にダビングずるには 

1. テープを希望の再生開始位置に□ケートしてか5、カセットレ 
コーダーの PAUSE キーを 巧します。 

PAUSE 


II 


2. DUB 1キーを巧します。 


DUB 1 

TAPECD-RW 


テープび再生を始めると同時に CD び録音を開始します。 


CD を テープに ダビング 


本機にセットした CD をワンタッチでカセットにダビングするこ 
とびでさます。 

準備 

1. CD をセットします。 

ダビングの際も CD のプ□グラム再生モード、ランダム再生モ 
—ド、シングル再生モード、リピート再生 （ A - BU ピート政列0 
などの機能び使えますので、必要に応じて設定を行なってくだ 
さい。特に設定をしなければ]曲目か5順にダビングを行ない 
ます。 

2. カ セッ トを セッ トします。 

3. 通常は方ニューの DUB > V 日 L 項目を " THRU " に設定します。 
これによりダビング時に INPUT つまみをバイパスして、本機 
巧部で適正な録音レベルに自動設定されます。 

[-31 ページ「ダビング時に INPUT つまみを無効にする」] 



◊ INPUT 1 SEL キーでソースを選択する必要はありません。 

な録音レベルを手動で調節したい場合は、メニュ~の DU 目 > V 日 L 
項目を " ON " に設定し、 r 基本的な録音」に]ページ）で述べ 
たち法で調節します。 


テープの A 面の頭か5録音ずるには 

1.停止中に DUB 2キーを押します。 


DUB 2 

tape ム CD-RW 


自動的に A 面の頭までテープび卷さ戻され、テープカウンター 
び"0000"にリセットされます。 CD は最初の巧の頭で一時停 
止して待機します。次にカセッ h は約8秒の無信号録音を行な 
つた後 ( U —ダーテープ部分を避けるため）、 CD の演奏と同時 
に録音モードになり、ダビングを開始します （ DU 目インジケ 
ーター点灯)。 

テープの途中か5録音ずるには 

1. 録音したい位置までテープを送ります。 

2. REC 日 RD キー（リモコンの場合は REC キ ー) を押して録音待 
機状態にします。 


RECORD 



ディスプレイに旧 EC ] と [ H ] び点灯します。 


3. DUB 2キーを押します。 


DUB 2 

TAPE ム CD-RW 


録音ち向設定に従って、その位置からダビングを開始します。 



ク CD 再生び終わるか、テープエンドに来てテープび停止（どち 
ら面のエンドで停止するかは U ノくースモードによります）する 
と、ダビングび終了します。 

ク両面録音モードでダビング中、録音開始時の面の最後に録音さ 
れる曲び終わ5ないラちに走行方向び反転した場合、その巧は 
新たに冒頭から録音されます。 

◊両面録音モードでダビング中、走行方向び反転後8砂間は録音 
を行ないません（カセツトレコーダーは録音モードですび CD 
レコーダーび再生を一時停止します)。 
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ダビング 


CD の途中か5テープにダビングずるには 

1. CD の希望のトラックを選択して PAUSE キーを押します。 

PAUSE 


II 


2. 途中から録音する場含はその位置に□ケートしてか5 RECORD 
キー （ U モコンの場含は REC キー）を押して、録音待機状態に 
します。 


RECORD 



上記操作を巧なうとき、 M 日 NIT 日 R スイッチを1十2 ( MIX ) に 
設定してヘッドホンでモニターすると、カセットと CD の両で 
の音び聞こえるので便利です。 

MONITOR 
1TAPE 1+2 2 DISC 

[rail 


3. DUB 2 キーを押します。 


DUB 2 

tape ム CD-RW 


ダビングび始ま 0 ます。 

(ただしカセツトび A 面の頭しソがの位置で停止中の場合は A 面 
の頭に□ケートしてからダビングび始まります。） 


ダビングを途中でやめるには 

カ セツ トレコーダー または CD レコーダーの ST 日 P キーを 押し 
ます。 

STOP 

■ 



下の場合にダビングびできません。 

◊ CD びセツトされていない。 

◊テープびセツトされていない。あるいは誤消去防止用のツメび 
巧れている。 

◊レコーダブル CD に何ち録音されていない。 

◊カセツトレコーダーび停止または録音待機状態になっていない。 
◊ CD び停止や一時停止外のモードになっている。 


ダビング時に INPUT つまみを無効に 
ずる 


本機のダビング機能を使って CD とカセツト間のダビングを巧な 
う場含、 INPUT つまみに関係なく録音レベルを自動設定すること 
びでさます。 



II MENU キーを押して "DUB>VOL" を表示します。 

旦 MULTI DIAL または U モコンの SKIP キーを使って " THRU " 
を選択します。 

日 N を選択するとダビング時にも INPUT つまみび働きます。 



◊この設定は、 DU 目（1、 2) キーを使った CD とカセット間のダ 
ビング時にのみ有効です。 

◊ダビング中にこのメニュー設定を見る（確認する）ことはでさ 
ません。 
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メツセージー覧 


エラーメッセージ 


エラーッセー ジび表示されたときは、 ST 日 P キーを 押してか5 
原因を取り除いてください。それでを改善しない場合は、お近く 
の当社ヴービス機関にご相談ください。 

Cannot Rec ! 

録音できません。 

♦ ディスクを交換して<ださい。 

Disc Error ! 

ディスクに何5かの問題びあり本機では読み取ることびできま 
せん。（本機では対応していないフオーマットで作成された 
□に C の場合をこの方ッセージびでます。） 

♦ ディスクを交換してください。 

Disc Full !! 

トラック数または録音時間び限界に達したため録音を停止します。 

Drive Error! 

CD - RW ドライブに問題びあります。 

D-IN UNLOCK! 

デジタル入力を接続していません。 

♦ デジタル入力を接続してください。 

接続したデジタル機器の電源びオフです。 

♦ 電源を入れて < ださい。 

Cannot ERASE! 

本機では消去できないフオー マッ トの CD-RW D に C です。 
あるいは、通常の再生モードに ontinue ルがトラック消去し 
よラとした場含にわ表示されます。 

一通常の再生モードに日 ntinue ) にしてか日消ましてください。 

Erase Error! 

消去中にエラーび発生しました。 

Not Fs44.1k! 

デジタ j レ入力のサンプリング周波数び 44. 1 kHz ではありません。 
今メニューで SRC 日 N を選択するとサンプリング周波数 
44.1 kHzl ^^ がも録音できます。 

PGM Full ! 

既に日目巧プ□グラムされています。 

Rec Error! 

録音中にエラーび発生しました。 

今 use に問題びある可能性びありますので、別の D に C 
で録音をやり直してください。 

System Err! 

システムエラーです。 

EJECT Error ! 

ディスク排出機構の故障か、ディスクの形状に問題びあったた 
め、 DISC を取り出すことびでさません。 


動作時の メツセー ジ 


Complete 

ファイナライズまたは消去などび完了しました。 

Now OP 巳 

最適な状態で録音するために、使巧ディスクの特性に合わせて 
キヤリブレーシヨンしています。 

(日 PC = Optimum Power Control ) 

Now REPAIR 

ディスクを修復中です。 

PMA Writing 

録音した内容をディスクに記録しています。 

(PMA = Program Memory Area ) 

TOC Readin 色 

T 日 C 情報を読み取り中です。 

REC Standby 

録音待磯状態にな 0 ました。 

Blank Disc 

何も録音されていない DISC びセツトされました。 

N0 DISC 

□に C び挿入されていないときに表示しまず。 
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仕様 


CD レコーダー部 

再生ディスク： 

記録ディスク： 


量子化ビット数： 
ヴンプ U ング周波数： 
デジタル入力対応 
ヴンプ U ング周波数： 
再生周波数特性： 


S/N 比： 

ダイナ S ックレンジ： 

歪率： 

チャンネルセパレーション： 

ワウフラッター： 

アナ□グ入力 
LINE INPUTS 1: 

基準入カレベル： 

最大入カレベル： 

入カインピーダンス： 

アナ□グ出力 
LINE OUTPUTS 1； 
基準出カレベル： 

最大出カレベル： 

出カインピーダンス： 


CD - DA , CD-ROM ISO 白色日0 
LEVEL ] /2 」oliet format 


CD - RW-DA ( CD-RW は High 


測定限界 ]; TF (日。日 196 じ(下) 


- lOdBV (FS -] 目服) 


-10服 V (FS - 16服) 


カセットレ コーダー 部 

トラック方式： 

へッド構成： 

使用テープ： 

テープ速度： 

モーター: 

ワウ.フラツタ—： 

周波数特性（総合）： 
ノーマル： 

八イポジション： 

S/N 比： 

早巻時間： 

入力 

LINE INPUTS 2 : 

基準入カレベル： 

入カインピーダンス： 

出力 

LINE OUTPUTS 2 : 
基準出カレベル： 

出カインピーダンス： 

PHONO アンプ音15 

MM カートリッジ 
入力感度： 

入カインピーダンス 
S/N 比： 


4 トラック 2 チヤンネルステレオ 
録音/再生ヘッド X 1 
個転リバース式） 

消去ヘッド X 1 

C -日日 C - 9日タイプカセット 

テープ（メタルテープは再生のみ) 

4,7色 cm/sec 

DC ヴーボモーター X 1 

日.1目 o / o ( W . RMS ) 

已〇 〜 lOkHz ±3服 
已〇〜12.已 kHz +3服 
4目服（ドルビー日 FF ) 

已 2 d 巨（ド ■'J レビー ON ) 

約12日秒に-目日テープ） 


RCA ピン 

0.28 V (-]] 服 V ) 

已 Ok n 

(入カインピーダンス已日 kOULL ) 
RCA ピン 

日.4色 V (—日. 7 d 巨 V ) 

Ik 0 


已.日 mV 
已 Okn 
己 Od 巨 

6ゆステレオ 
10 mW + lOmW 
32 n 負荷 


100 VAC , 己日-日日 Hz 
22 W 

483 X 138 X 2白己 mm 

日.日 k 呂 


デジタル入力 
COAXIAL : 

OPTICAL : 


デジタル出力 
COAXIAL : 

OPTICAL : 


+ 6服 V 
己00 0 


RCA ピン 

IEC - 色09己8 Type II 

T 0 SLINK 

IEC - 色09己8 Type II 


RCA ピン 

IEC - 色09己8 Type II 

T 0 SLINK 

IEC - 60958 Type II 


へッドホン出力 


—般 

電源： 

消費電力： 

がお寸法： 

(幅 X 高さ X 奥行を) 
質量： 


( MP 3 ファイル） 

CD - R . CD - R - DA , CD - RW , 


RCA ピン 


+目服 V 
已 OkO 


RCA ピン 


Speed に対応） 

] 色 bit U ニア 

44.1 kHz 

32 kHz 〜 48 kHz 
20〜 20 kHz 
±0.8 clB (再生時） 

±1 . Od 目（記録時） 

目2服属生賦 
88服（記録賦 
目2服属生賦 
88服（記録賦 
0.006% (再生時） 

0.01 % (記録時） 

80 d 目（再生時1 kHz ) 
7日服（記録時1 kHz ) 
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仕様 


マ法図 


483 



仕様およびが観は改善のため予告なく変更することびあります。 
* ドルビーノイズリダクションは、ドルビーラボラト U — ズライ 
センシングコーポレーションか5の実施権に基づき製造されて 
います。 

* ドルビー、 D 日 L 巨 Y 及び （□□) はドルビーラボラトリーズライセ 
ンシングコーポレーシヨンの登録商標です。 
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Memo 


Memo 


Memo 


この製品の取り扱いなどに関するお問い合わせは 

タスカム営業技術までご連絡ください。お問い合わせ受付時間は、 

± ■曰-祝曰-弊社休業曰を除く ] ひ0日〜12:日0/13:日〇〜17:0日です。 

タスカム営業技術 干] 80-8550 東京都武蔵野市中町 3-7-3 

電雲舌： 0422■曰2■己106 / FAX : 0422■曰 2-6784 


故障-修理や保守についてのお問い合わせは 

修理センターまでご連絡ください。 

お問い合わせ受付時間は、± •曰-祝曰-弊社休業日を除く]日:日日〜17:日日です。 
テイ アツ ク修理センター 干1目0-に32東京都西多摩郡瑞穂町長岡 2-2-7 

-般電話-公衆電話からは丽通話料金でご利巧いただけます。 

0570 - 000-501 

ナビダイヤルは全国どこか5お掛けになってち市内通話料金でご利用いただけます。 
携帯電話 - PHS • 自動車電話などか5はナビダイヤルをご利用いただけませんの 
で、通常の電話番号（下記）にお掛けください。 

新電電各社をご利巧の場合、「日曰7日」びナビダイヤルとして正しく認識されず、 
「現在、この電話番号は使われておりません」などの方ッセージび流れることびあり 
ます。このよラな場合は、ご契約の新電電各社へお問い合わせいただくか、通常の 
電話番号（下記）にお掛けください。 

電雲舌： 042■己己 6-2280 / FAX : 042■曰曰 6-2281 


■ 住所や電話番号は，予告なく変更する場合びあります。あ5かじめご了承ください。 


ティアック株式会社 

干18日-8己50東京都武蔵野市中町 3-7-3 

http://www.tascam.jp/ 





